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ひ
と
こ
ろ
、
人
材
バ
ン
ク
の
面
接
で
、「
あ

な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
」と
い
う
問
い
に
、

「
部
長
な
ら
で
き
ま
す
」
と
答
え
た
ミ
ド
ル

の
話
が
有
名
に
な
っ
た
。
作
り
話
か
実
話
か

は
定
か
で
な
い
が
、
財
務
、
営
業
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
…
…
誇
れ
る
専
門
能
力
が
な
い
人

は
今
後
、
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
恫
喝
的

文
脈
の
中
で
よ
く
使
わ
れ
た
。

　

で
も
考
え
て
み
よ
う
。
部
長
が
で
き
る
と

い
う
の
は
実
は
立
派
な
能
力
で
は
な
い
か
。

お
話
に
な
ら
な
い
と
後
ろ
の
ド
ア
を
指
し
示

す
の
で
は
な
く
、
せ
め
て
「
ど
の
規
模
の
、

ど
ん
な
部
署
の
リ
ー
ダ
ー
な
ら
や
れ
る
ん
で

す
か
」
く
ら
い
尋
ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
数
年
、
経
営
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
に
つ
い
て
は
大
分
議
論
が
さ
れ
て
き
た
。

フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
論
議
で
は
若
者
の
労

働
意
欲
が
問
題
に
な
っ
た
。
そ
の
陰
で
ミ
ド

ル
に
関
し
て
は
、
会
社
の
外
で
も
生
き
残
れ

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
れ
、
と
い
う
議

論
ば
か
り
が
勇
ま
し
く
、
組
織
を
維
持
し
発

展
さ
せ
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
問
題
は
お
ざ
な
り

に
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
部
課
長
の
役
割

の
確
認
が
必
要
で
は
な
い
か
、と
い
う
の
が
、

今
回
の
特
集
を
組
ん
だ
動
機
だ
っ
た
。

　

第
1
章
で
は
経
営
者
か
ら
見
た
マ
ネ
ジ
ャ

ー
像
か
ら
漫
画
、
戦
史
関
連
ま
で
、
多
様
な

マ
ネ
ジ
ャ
ー
論
を
紹
介
す
る
。
続
く
第
2
章

は
カ
ナ
ダ
・
マ
ギ
ル
大
学
の
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ

教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
、
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
新
育
成
法
に
迫
る
。
特
集
の
タ
イ
ト
ル

に
使
っ
た
「
省
察
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と

つ
で
、自
分
自
身
を
省
み
て
考
え
を
巡
ら
す
、

の
意
だ
。
最
後
の
章
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
力
を

存
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
、
経
営
や
人
事

へ
の
提
言
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

も
の
の
本
に
よ
れ
ば
、
明
治
の
初
期
、
欧

米
か
ら
輸
入
さ
れ
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
う
言

葉
に
は
「
支
配
人
」
あ
る
い
は
「
幹
事
」
と

い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
た
。
カ
タ
カ
ナ
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
よ
り
は
支
配
人
の
ほ
う
が
意
味
が

明
解
で
あ
る
。
部
課
長
と
は
組
織
の
中
間
支

配
者
な
の
で
あ
る
。
支
配
に
は
そ
の
た
め
の

能
力
が
必
須
で
、
大
き
な
責
任
も
生
じ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

い
つ
か
「
ほ
う
、
部
長
で
す
か
」
と
、
人

材
バ
ン
ク
の
担
当
者
が
身
を
乗
り
出
す
日
は

や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
か
。

編
集
担
当  

荻
野
進
介
（
本
誌
）

い
つ
か「
部
長
が
で
き
る
」日

は
じ
め
に

ミドル
マネジャー
の省察
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文
・
構
成  

荻
野
進
介
（
本
誌
）

物
見
台
に
上
り
、
現
在
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
立
っ
て
い
る
位
置
を
確
認

し
て
お
こ
う
。そ
の
ポ
ス
ト
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
要
請
と
い
う
よ
り

単
な
る
人
事
管
理
の
都
合
と
い
う
き
ら
い
は
な
か
っ
た
か
。バ
ブ
ル

後
の
激
動
期
、
そ
の
役
割
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。経
営
ト
ッ
プ
が

考
え
る
理
想
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
像
は
。“
部
課
長
な
る
も
の
”
と
い
う

共
同
幻
想
の
中
身
は
。先
の
戦
争
と
の
類
推
で
い
え
る
こ
と
は
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー

ど
こ
へ
行
く

1
章
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人
事
処
遇
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
役
割
論
へ

人
事
に
と
っ
て
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
、
い
わ
ば
暗
黒
大
陸
に
似
た
存
在
だ
っ
た
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
確
た
る
定
義
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
ら
、
誰
も
が
手
に
で
き
る
人
事
処
遇
上
の
役
職
だ
っ
た
。
終
身
雇
用
・
内
部
昇
進
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
が

そ
れ
を
可
能
に
し
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
や
り
方
は
も
は
や
限
界
だ
。
で
は
ど
う
す
る
か
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
定
義
を
事
業
ご
と
に
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
事
上
の
処
遇
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
遂
行
上
の
役
割
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

文
・
工
代
将
章
（
本
誌
編
集
長
）

Part 1

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は 

人
事
制
度
で
作
ら
れ
る

　

日
本
企
業
の
強
さ
の
主
要
因
と
し
て
ミ
ド

ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し
一
方
で
は
、
上

下
板
ば
さ
み
の
悲
し
き
存
在
と
し
て
揶
揄
さ

れ
た
り
、
経
営
者
か
ら
は
「
ミ
ド
ル
が
機
能

し
な
い
」
と
い
う
不
満
が
漏
ら
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
。
良
く
も
悪
く
も
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ

ー
は
日
本
企
業
で
は
キ
ー
と
な
る
存
在
な
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

明
確
な
定
義
す
ら
な
い
の
も
現
状
だ
。
例
え

ば
部
長
と
課
長
の
違
い
を
明
確
に
い
え
る
だ

ろ
う
か
。
高
度
成
長
期
、
バ
ブ
ル
期
、
リ
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
時
代
を
経
る
中
で
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、
そ
の
時
代
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
要
件
が
課
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
経

営
の
ご
都
合
主
義
に
も
見
え
る
。
ま
た
キ
ャ

リ
ア
の
あ
り
方
が
最
も
見
え
に
く
い
の
も
マ

ネ
ジ
ャ
ー
層
で
あ
る
。

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
上
下
を
見
に
い
く
と
、
経

営
ボ
ー
ド
ク
ラ
ス
で
は
取
締
役
と
執
行
役
の

分
離
や
、
連
結
経
営
に
基
づ
く
関
連
会
社
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
の
整
備
、
社
外
取
締
役
ま
で

を
入
れ
込
ん
だ
指
名
委
員
会
の
設
置
な
ど
、

役
員
層
の
改
革
は
こ
の
10
年
程
度
で
最
も
進

ん
だ
分
野
だ
。

　

一
方
、
若
手
に
関
し
て
は
、
こ
の
1
、
2

年
、
新
卒
採
用
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
採
用
が
大
幅
に
積
極
化
し

て
い
る
。
他
に
も
男
女
の
雇
用
や
配
置
の
均

等
化
、
通
年
採
用
な
ど
、
実
態
は
オ
ー
プ
ン

化
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
退
職
率
の
増
加
な

ど
の
問
題
も
あ
る
が
、“
就
社
か
ら
就
職
へ
”

と
意
識
構
造
は
既
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
層
の
“
解

放
”
は
ま
だ
だ
。
以
前
で
あ
れ
ば
42
歳
ぐ
ら

い
（
近
年
は
37
、
38
歳
）
で
、
大
卒
で
あ
れ

ば
ほ
と
ん
ど
が
課
長
に
な
っ
て
い
く
。
成
果

主
義
の
導
入
や
職
務
主
義
型
の
報
酬
・
処
遇

シ
ス
テ
ム
な
ど
目
に
見
え
る
人
事
制
度
は
様

変
わ
り
し
た
も
の
の
、
年
次
重
視
の
社
内
昇

進
実
態
は
驚
く
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ

こ
で
は
経
営
の
要
請
や
事
業
環
境
な
ど
は
省

み
ら
れ
ず
、
社
内
の
人
事
制
度
・
ル
ー
ル
が

唯
一
の
基
準
と
し
て
部
長
・
課
長
が
作
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
部
長
や
課
長
と
い
う
定
義
は

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
遊
離
し
た
人
事
制
度
上
の
分

類
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
日
本
企
業
に
特
徴
的
な
こ
と
で
あ

る
。
今
回
、
欧
米
諸
国
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
国

際
比
較
を
行
お
う
と
思
っ
た
が
、
他
国
で
は

「
課
長
ク
ラ
ス
」「
部
長
ク
ラ
ス
」
と
い
う
こ

と
が
定
義
で
き
な
い
。
日
本
で
は
ヒ
ラ
社
員

か
ら
始
ま
っ
て
係
長
／
課
長
／
部
長
／
本
部

長
へ
、
下
か
ら
上
に
役
職
体
系
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
欧
米
で
は
C
E
O
か
ら
始

ま
っ
て
、
1
段
下
／
2
段
下
と
い
う
具
合
に

上
か
ら
下
へ
の
「
レ
ポ
ー
ト
レ
ベ
ル
」
で
管

理
さ
れ
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
レ
ベ
ル
が
同
じ

くだい・まさあき
1963年生まれ。1988年東京
工業大学修士課程修了。同年
リクルートに入社し、人事部に配
属。2005年7月から現職
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「
3
」
で
も
、
数
千
人
の
組
織
・
数
百
億
円

の
責
任
規
模
か
も
し
れ
な
い
し
、
10
人
の
組

織
・
数
億
の
予
算
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
辺

り
に
経
営
や
事
業
運
営
に
関
す
る
根
本
的
な

違
い
が
見
ら
れ
て
面
白
い
。

日
本
型
人
事
が
生
ん
だ 

昇
進
の「
時
計
」

　

日
本
企
業
の
話
に
戻
ろ
う
。
戦
後
復
興
か

ら
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
日
本
企
業
で
は
人

材
を
企
業
内
部
で
育
成
す
る
方
向
に
収
斂
し

て
い
っ
た
。
新
卒
一
律
採
用
・
終
身
雇
用
・

内
部
昇
進
と
い
う
日
本
型
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

こ
う
し
た
日
本
型
人
事
シ
ス
テ
ム
は
、
し

か
し
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
人
事
制
度
上
の

定
義
に
矮
小
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
20
歳
前

後
で
入
社
し
、
定
年
年
齢
ま
で
を
1
社
で
過

ご
す
た
め
に
い
か
に
飽
き
ず
に
企
業
内
人
生

を
送
る
か
。
そ
の
た
め
に
、
ス
テ
ッ
プ
・
バ

イ
・
ス
テ
ッ
プ
の
昇
進
モ
デ
ル
が
必
要
に
な

っ
た
。
と
は
い
え
全
社
員
を
役
職
者
に
は
で

き
な
い
。
補
助
要
員
で
あ
る
女
性
は
管
理
職

に
は
し
な
い
し
、
大
卒
／
高
卒
と
い
う
学
歴

で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
終
身
雇

用
の
も
と
で
の
社
内
ポ
ス
ト
昇
進
と
い
う
キ

ャ
リ
ア
モ
デ
ル
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
数
の
管
理
を

両
立
さ
せ
た
。

　

つ
い
で
に
い
え
ば
50
歳
前
後
で
の
部
長
昇

進
に
際
し
て
は
子
会
社
・
取
引
先
へ
の
出
向
・

転
籍
と
い
う
カ
ー
ド
を
加
え
る
こ
と
で
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
人
事
部
と
は
こ
う
し
た
「
時
計
」

の
設
計
と
番
人
を
す
る
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

私
ど
も
は
、
石
油
・
ガ
ス
資
源
開
発
、
石
油
精

製
、
ガ
ス
処
理
、
ケ
ミ
カ
ル
、
環
境
と
い
っ
た
幅

広
い
事
業
分
野
の
プ
ラ
ン
ト
を
実
現
す
る
日
本
で

ト
ッ
プ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

（
請
負
会
社
）
で
す
。
活
動
範
囲
は
世
界
50
カ
国

以
上
に
及
び
ま
す
。
年
間
1
5
0
件
も
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
走
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
業
務

の
核
で
す
。
2
0
0
0
人
い
る
社
員
が
大
き
な
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
組
織
を
形
成
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
い

く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
合
体
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
す
。

　

上
記
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
構
成
を
表
し
た

図
で
す
。
一
例
で
す
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
下
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
つ
き
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
プ
ロ
セ
ス
、
土
木
、

配
管
、
電
気
な
ど
、
各
専
門
分
野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は 

経
営
者
の
よ
う
な
存
在

　

売
上
げ
の
7
割
以
上
を
占
め
る
海
外
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
期
間
は
約
3
年
で
、
ピ
ー
ク
時
の
建
設
現

場
で
は
1
万
人
以
上
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
受

注
金
額
1
0
0
0
億
円
以
上
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
多
々
あ
り
、
そ
れ
を
統
括
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
お
金
や
物
、
人
に
関
す
る
権

限
を
す
べ
て
握
り
、
年
間
売
上
げ
数
百
億
円
規
模

の
中
堅
企
業
の
経
営
者
と
同
じ
で
す
。
当
社
に
限

ら
ず
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
業
会
社
で
は
、
そ

れ
く
ら
い
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
が
持
つ
意
味

合
い
が
大
き
い
の
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
と
し
て
は
大
学
の
修
士
課
程
を
出
て

24
歳
で
入
社
し
、
10
年
程
度
は
自
分
の
専
門
分
野

を
磨
き
、
30
代
後
半
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
担
当
、
50
歳
く
ら
い
ま
で
に
い
く
つ
か

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
一
人
前
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
、
と
い
う
コ
ー
ス
が
一

般
的
で
す
。

　

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
2
、
3
回
担
当
す
る

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
、
こ

れ
は
通
常
の
会
社
の
役
員
レ
ベ
ル
の
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

2
人
の
ボ
ス
が
い
る 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織

　

会
社
全
体
を
見
る
と
、
プ
ロ
セ
ス
設
計
な
ど
の

専
門
部
が
あ
り
、
そ
れ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
横
串
を
刺
す
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
社
員
の
原
籍
は
専
門
部
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
一
時
的
な
組
織
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
社
員
に
2
人
の
上
司
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
タ
ス
ク
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
遂
行
で
あ
り
、
専
門
部
の
場
合
は
技
術
の

深
化
・
発
展
や
後
進
の
育
成
。
そ
の
棲
み
分
け
は

し
っ
か
り
で
き
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
貢
献
の
ほ
う
が
評
価
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き

い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
揮
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
定

義
は
き
わ
め
て
明
確
で
す
。
定
義
が
曖
昧
で
、
お

ま
け
に
数
だ
け
多
く
て
困
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
で
き
な
い
人
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
組
織
が
あ
っ
て
仕
事

を
す
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
の
た
め
に
組
織
が
あ

る
か
ら
で
す
。

最
初
に
仕
事
あ
り
き
。だ
か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
実
質
機
能
を
持
つ

野
原
延
孝
氏
（
日
揮　

人
事
部
長
）

【図表】日揮のプロジェクト組織
プロジェクトダイレクター

プロセスエンジニア 土木エンジニア 配管エンジニア 計装エンジニア 電気エンジニア その他のエンジニア

プロジェクトエンジニア

HSE（労働安全衛生・環境）エンジニアITエンジニア

シニアエンジニアリングアドバイザー

エンジニアリング
マネジャー

プロジェクトプロキュア
メント（調達）マネジャー

プロジェクトマネジャー

HSE（労働安全衛生・環境）マネジャー プロジェクトQA（品質保証）マネジャー

プロジェクトコントロール（管理）マネジャー

コンストラクション
（建設）マネジャー

プロジェクトQC
（品質管理）マネジャー

総務
グループ

野原延考
のはら・のぶたか



C

M

Y

K

特集1　W81_6

�Apr.-May  2007

と
い
う
観
点
で
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
分
類
を

“
部
下
あ
り
”“
部
下
な
し
”
で
分
け
る
こ
と

の
意
味
だ
が
、
こ
れ
は
外
形
的
に
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
現
場

（
顧
客
）
や
部
下
、
予
算
、
納
期
と
い
う
経

営
資
源
を
管
理
し
て
い
る
。
顧
客
や
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
い
う
社
外
資
源
と
、
人
・
物
・
金
の

社
内
資
源
と
の
間
に
立
ち
、
効
果
的
で
効
率

的
な
資
源
活
用
を
行
う
こ
と
で
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
が
使
命
で
あ
る
。

　

一
方
の
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
＝
部

下
な
し
）
は
、今
日
と
将
来
と
の
間
に
立
ち
、

新
た
な
状
況
を
生
み
出
す
「
事
態
創
造
型
」

の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
の
で
あ
る
。
単
な
る
知
識

の
保
有
者
で
は
な
く
、
専
門
性
や
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
キ
ル
、
洞
察
力
、
人
脈
を
駆

使
し
て
来
る
べ
き
将
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
役
割
や
期
待
の
違
い
を
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
部
下
あ
り
の

ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
偉
い
と
か
部
下
の
数

や
予
算
規
模
な
ど
定
量
的
な
指
標
が
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
価
値
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

の
尺
度
は
資
源
活
用
の
効
果
・
効
率
で
あ
っ

た
り
、
事
態
創
造
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
は

ず
だ
。

　

こ
の
2
点
を
中
心
に
、
処
遇
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
論
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

中
核
的
存
在
と
し
て
の
役
割
論
へ
議
論
を
進

め
て
い
き
た
い
。
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の

影
響
も
多
大
で
あ
り
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
検

討
が
必
要
だ
。

内
部
昇
進
モ
デ
ル
の 

変
貌
と
限
界

　

80
年
代
後
半
に
は
団
塊
世
代
が
40
代
に
さ

し
か
か
り
、
そ
れ
ま
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
ド
だ
け
で
は
管
理
が
不
可
能
に
な
る
。
こ

の
と
き
専
門
職
・
専
任
職
と
い
う
概
念
を
導

入
す
る
こ
と
で
従
来
の
社
内
秩
序
を
維
持
し

て
し
の
い
だ
。

　

そ
し
て
2
0
0
0
年
代
に
は
職
務
価
値
型

の
処
遇
・
報
酬
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え
が

進
ん
で
い
っ
た
。
職
能
資
格
制
度
の
も
と
増

え
す
ぎ
た
部
長
級
・
課
長
級
の
人
件
費
総
額

を
適
正
化
す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
目
的
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
部
長
や
課
長
と

い
う
意
味
や
位
置
づ
け
が
再
定
義
さ
れ
た
と

は
思
え
な
い
。

　

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
役
職
と

は
社
内
の
ポ
ス
ト
昇
進
モ
デ
ル
の
た
め
に
存

在
し
て
い
る
と
い
う
感
を
強
く
持
つ
。
し
か

し
も
う
限
界
だ
。
女
性
を
ポ
ス
ト
に
就
け
さ

せ
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
キ
ャ
リ
ア
採

用
者
を
自
社
の
時
計
に
無
理
に
合
わ
せ
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
就
業
者
の
意
識
と
し
て
1

社
完
結
型
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
今
の
40
歳
以
下

で
は
ほ
と
ん
ど
現
実
的
で
は
な
い
か
ら
終
身

雇
用
前
提
の
役
職
昇
進
運
用
に
な
ん
の
合
理

性
も
納
得
性
も
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
人
事
制
度
や
内
部
バ
ラ
ン
ス

で
課
長
や
部
長
が
規
定
さ
れ
て
い
く
状
況
を

ど
こ
ま
で
続
け
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら

は
言
う
ま
で
も
な
く
事
業
運
営
の
責
任
を
担

う
存
在
で
あ
り
、
そ
の
定
義
や
任
用
に
お
い

て
は
経
営
合
理
的
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
揮
の
ケ
ー
ス
は
ひ
と
つ
の
有
力

な
事
例
だ
（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
論
の 

常
識
を
壊
せ

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
関
し
て
の
“
ル
ー
ル
”
に

つ
い
て
2
点
指
摘
し
た
い
と
思
う
。

　

ひ
と
つ
は
事
業
部
門
間
横
並
び
の
問
題

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

相
場
観
を
明
示
的
あ
る
い
は
暗
黙
的
に
共
有

し
て
い
る
。
初
任
マ
ネ
ジ
ャ
ー
年
齢
で
あ
っ

た
り
、
職
務
要
件
の
定
義
や
お
お
よ
そ
の
メ

ン
バ
ー
数
な
ど
、
こ
れ
ら
は
基
準
と
し
て
全

社
共
通
で
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
が
、果
た
し
て
妥
当
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

事
業
の
特
性
が
異
な
れ
ば
そ
こ
で
求
め
ら

れ
る
人
材
像
も
変
わ
る
。
あ
る
事
業
部
で
は

若
手
中
心
で
体
力
的
に
も
気
持
ち
も
精
力
的

な
人
材
で
構
成
さ
れ
た
推
進
力
重
視
の
運

営
、
別
の
事
業
部
で
は
豊
か
な
知
識
・
ス
キ

ル
と
人
間
的
熟
成
が
必
要
、
と
な
れ
ば
当
然

そ
れ
ら
を
束
ね
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
要
件
も
大

幅
に
変
わ
る
。
経
験
値
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
専
門

性
な
ど
は
大
き
く
開
い
て
く
る
か
ら
、
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
年
齢
や
ジ
ョ
ブ
サ
イ
ズ
、
報
酬
グ

レ
ー
ド
も
違
っ
て
当
た
り
前
だ
。

　

そ
れ
な
の
に
、
同
じ
会
社
に
同
期
で
入
っ

た
の
だ
か
ら
差
を
つ
け
る
の
は
お
か
し
い
、

と
い
っ
た
社
内
公
平
性
の
議
論
は
や
め
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
業
部
門
や
カ
ン

パ
ニ
ー
ご
と
に
異
な
る
基
準
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
出
て
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
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1985年（バブルの前） 1995年 （バブルの後） 2006年 2015年

日本一人勝ち
 ● マス成長の時代　
 ● 製造業の時代　
 ● 高品質、低コスト、多機能

アメリカ一人勝ち
 ●  ITと金融の時代　
 ● スピード、ボーダレス

世界4極（中国・米国・EU・
日本）の時代
 ● 新興市場の幕開け
 ● 高品質と低価格へ二分化

多極化（BRICs・東欧・アジ
ア…）の時代
 ● 感性の時代　
 ● CSRの時代

成長（マス）とミドルの時代
 ● 現場を含めたミドルのマ
　 ネジメント
　 ミドルと現場の2軸経営

均衡とリーダー模索の時代
 ● トップ（リーダー）のマ
　 ネジメントへのシフト
　 トップ1軸経営を模索

成長（率）と現場見直しの時代
 ● 現場とミドルの見直し

持続的成長と組織創造の時代
ミドルを中心に現場とトッ
プとの3軸経営の実現

ミドルに求められたマネジ
メント
①量の成長性

ミドルに求められたマネジ
メント
①均衡・安定

求められるマネジメントの
多軸化
①成長性
②持続性
③多様性

新しい組織・人事の設計
 ● 経営の分権化
 ● チームを超える協働
 ● 実力人事
 ● インディペンデント・
　 コントラクター化
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私
ど
も
は
1
9
8
7
年
か
ら
毎
年
、
産
業

界
が
直
面
す
る
経
営
課
題
を
ひ
と
つ
取
り
上

げ
、
中
長
期
的
視
点
か
ら
解
決
の
た
め
の 

方
策
を
提
言
し
て
き
ま
し
た
。
先
の
3
月
、

2
0
0
6
年
度
の
成
果
を
発
表
し
た
の
で
す

が
、
テ
ー
マ
は
ま
さ
に
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
す
。
こ
こ
で
は
、そ
の
経
営
革
新
提
言
、

「
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
復
権
と
創
造
」

の
内
容
を
も
と
に
お
話
し
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
の
問
題
意
識
は
、
ミ
ド
ル
が
ど

う
も
疲
弊
化
、
弱
体
化
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
30
代
後
半

か
ら
40
代
前
半
の
ミ
ド
ル
た
ち
は
、
い
わ
ゆ

る“
バ
ブ
ル
入
社
組
”と
も
呼
ば
れ
ま
す
。「
甘

や
か
さ
れ
て
育
ち
、
な
ん
の
苦
労
も
し
て
い

な
い
、
大
量
の
ぶ
ら
下
が
り
組
だ
」
と
い
う

世
代
論
で
語
ら
れ
が
ち
で
、私
た
ち
も
当
初
、

そ
う
い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
研
究
を
進
め

て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
問
題
は
世
代
論
で
は

語
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
経

済
の
失
わ
れ
た
15
年
の
間
、
企
業
が
と
っ
て

き
た
施
策
が
複
合
的
に
重
な
り
ミ
ド
ル
を
弱

体
化
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

仮
説
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。

2
軸
経
営
か
ら 

1
軸
経
営
へ

　

図
表
1
は
1
9
8
5
年
か
ら
2
0
1
5
年

ま
で
の
30
年
間
を
4
期
に
分
け
、
国
際
経
済

の
流
れ
と
、人
材
育
成
の
視
点
を
対
応
さ
せ
、

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

バ
ブ
ル
直
前
の
1
9
8
5
年
は
日
本
の
高

品
質
・
多
機
能
の
製
品
が
世
界
を
席
巻
し
、

日
本
の
製
造
業
が
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
し
た

時
期
で
す
。
こ
の
時
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、

ミ
ド
ル
と
現
場
を
重
視
し
た
2
軸
経
営
で

す
。“
お
神
輿
経
営
”
と
い
わ
れ
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
ト
ッ
プ
の
存
在
感
が
な
い
時
代

で
し
た
。
ミ
ド
ル
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
販

売
数
、
売
上
高
な
ど
「
量
の
成
長
性
」
で
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
92
年
に
バ
ブ
ル
が
弾
け
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
一
人
勝
ち
が
始
ま
り
ま
す
。
製

造
業
か
ら
金
融
、
I
T
へ
、
産
業
構
造
が
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
重
視
さ

れ
る
の
は
競
争
力
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
作
れ
る
強
力
な
ト
ッ
プ
で
す
。
そ
う
い
う

ト
ッ
プ
が
い
れ
ば
、
あ
と
の
経
営
は
誰
が
や

っ
て
も
一
緒
、
い
く
ら
で
も
利
益
を
生
み
出

せ
る
と
い
う
時
代
で
し
た
。「
経
営
者
こ
そ

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

こ
の
30
年
の
役
割
変
化

バ
ブ
ル
崩
壊
を
は
さ
み
、
日
本
社
会
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
企
業
経
営
や
人
事
に
つ
い
て
も
し
か
り
で
あ
る
が
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る

影
響
は
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
今
の
ミ
ド
ル
は
年
齢
に
し
て
30
代
後
半
か
ら
40
代
前
半
で
、
そ
の
不
甲
斐
な
さ
を
嘆
く
論
調
が

目
に
付
く
が
、
果
た
し
て
世
代
論
で
片
付
け
ら
れ
る
問
題
な
の
か
。
ミ
ド
ル
の
役
割
を
振
り
返
り
、
今
後
の
あ
る
べ
き
像
を
考
え
て
み
た
い
。

重
光
直
之
氏
（
日
本
能
率
協
会　

経
営
研
究
所　

研
究
部
長
兼
研
究
部
主
席
研
究
員
）

しげみつ・なおゆき
1983年新高化学工業（現：ニイ
タカ）入社。TQC事務局を経て、
1990年日本能率協会入職。以
来、マネジメント研修を担当。中
間管理職向け研修および経営
者育成研修の責任者を経て、
2006年より現職

Part 2【図表1】この30年間の経済の流れと企業の人材育成

日本企業の人材育成の視点

国際競争の流れ
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ヒ
ー
ロ
ー
だ
」
と
い
う
ト
ッ
プ
1
軸
経
営
で

す
。
こ
の
時
代
、
ミ
ド
ル
に
求
め
ら
れ
た
役

割
は
組
織
の
均
衡
・
安
定
で
し
た
が
、
あ
え

て
い
え
ば
ゼ
ロ
、
何
も
期
待
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
の
ミ
ド
ル
向
け
研
修
の
受
注
が
大
幅

に
減
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
現
在
に
な
り
ま
す
と
、
日
本
企
業

の
業
績
も
大
幅
に
回
復
し
、
世
界
経
済
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
発
展
す
る
小
春
日
和
を
迎
え
ま

し
た
。
人
々
の
生
活
実
感
は
別
に
し
て
も
、

経
済
的
に
は
安
定
し
た
時
代
に
入
り
ま
し

た
。2

0
1
5
年
に
向
け
て 

3
軸
経
営
の
実
現
を

　

と
こ
ろ
が
こ
の
安
定
期
も
長
く
は
続
き
ま

せ
ん
。
2
0
1
5
年
に
は
中
国
の
G
D
P
が

日
本
を
抜
く
と
い
わ
れ
ま
す
。
イ
ン
ド
や
ブ

ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
大
国
は
も
ち
ろ
ん
、
東
欧

や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
大
き
く
成
長
す
る
で

し
ょ
う
。
少
子
化
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日

本
は
と
て
も
マ
ス
の
パ
ワ
ー
で
勝
て
る
国
で

は
な
く
な
る
は
ず
で
、
高
い
人
件
費
を
忌
避

し
、
か
な
り
の
数
の
製
造
現
場
が
今
以
上
に

海
外
に
出
て
い
く
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
日

本
企
業
の
強
み
が
ど
こ
に
残
る
か
と
い
え

ば
、
や
は
り
昔
か
ら
強
い
現
場
と
、
そ
れ
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
ミ
ド
ル
の
力
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
か
ら
2
0
1
5
年
に
向
か
っ
て
、
ミ
ド

ル
の
役
割
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
ト
ッ
プ

が
ま
と
め
た
方
向
性
で
現
場
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
れ
ば
よ
か
っ
た
85
年
当
時
と
違
い
、
ミ

ド
ル
自
身
が
頭
を
巡
ら
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
方

向
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。多
様
化
・

多
極
化
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
現
場
自

体
が
小
さ
な
経
営
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て
い
く
時
代
に
な
っ
た

の
で
す
。
理
想
は
ト
ッ
プ
も
ミ
ド
ル
も
現
場

も
す
べ
て
強
い
3
軸
経
営
で
す
。「
3
軸
を

強
く
」
と
い
う
、
考
え
て
み
れ
ば
当
た
り
前

の
こ
と
が
い
わ
れ
た
時
代
は
か
つ
て
な
い
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
、
掲
げ
る
価
値

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
の
部
長
は 

10
年
前
の
課
長

　

続
い
て
、
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
か
ら
、
今

の
ミ
ド
ル
が
お
か
れ
た
現
状
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
、
こ
の
20
年
間
、
部
長
や
課
長

の
数
は
ど
う
増
減
し
た
で
し
ょ
う
か
（
図
表

2
）。
非
役
職
者
の
一
般
社
員
の
数
が
大
き
く

減
っ
て
い
る
中
で
、
部
課
長
の
数
、
特
に
課

長
の
数
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
前
者
は

新
卒
を
中
心
に
正
社
員
の
採
用
を
抑
制
し
、

そ
の
分
を
派
遣
社
員
な
ど
の
非
正
社
員
で
補

っ
た
た
め
で
あ
り
、
課
長
、
部
長
の
数
が
増

え
て
い
る
の
は
、
カ
ン
パ
ニ
ー
制
な
ど
の
導

入
で
、
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
は
進
ん
だ
も
の

の
、
組
織
の
数
自
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
人
事
部
長
と
い

え
ば
本
社
に
1
人
で
し
た
が
、
4
つ
の
カ
ン

パ
ニ
ー
が
で
き
れ
ば
、
カ
ン
パ
ニ
ー
人
事
部

長
が
4
人
増
え
る
。
そ
う
い
う
理
屈
で
す
。

　

そ
ん
な
“
役
職
バ
ブ
ル
”
の
中
、
彼
ら
に

対
す
る
処
遇
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ

た
の
が
図
表
3
で
す
。
こ
れ
は
一
般
職
の
平

均
給
与
を
1
と
し
た
場
合
の
、
部
長
、
課
長
、

係
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
給
与
の
値
を
示
し
て
い

ま
す
。
95
年
を
境
に
、
三
者
と
も
み
ご
と
に

右
肩
下
が
り
で
す
。
今
の
部
長
と
10
年
前
の

課
長
の
倍
率
が
同
じ
で
す
か
ら
、
給
与
レ
ベ

ル
で
比
べ
れ
ば
、「
今
の
部
長
は
10
年
前
の

課
長
に
過
ぎ
な
い
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

企
業
が
カ
ン
パ
ニ
ー
に
分
割
さ
れ
れ
ば
、
カ

ン
パ
ニ
ー
人
事
部
長
の
仕
事
が
小
さ
く
な
る

の
は
当
然
で
、
仕
事
に
見
合
っ
て
給
与
も
減

っ
た
と
見
る
べ
き
で
す
。

　

図
表
4
は
、
ミ
ド
ル
の
管
理
職
が
個
人
と

し
て
の
業
績
目
標
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。
85
年
は
20
％
に
も
満

た
な
か
っ
た
の
に
、
現
在
は
90
％
を
超
え
る

課
長
が
個
人
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昔
は

課
長
と
い
え
ば
一
国
一
城
の
主
で
、
部
下
の

育
成
に
も
力
を
注
ぐ
時
間
が
あ
っ
た
の
に
、

現
在
は
ヤ
ク
ル
ト
の
古
田
監
督
の
よ
う
に
、

自
ら
現
場
で
戦
う
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
今
の
ミ
ド
ル
が
弱
体

化
し
た
原
因
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
筆
頭

は
「
人
材
は
コ
ス
ト
で
あ
り
、
抱
え
る
と
負

債
に
な
る
」
と
い
う
1
9
9
0
年
代
半
ば
の

経
営
者
の
判
断
で
す
。「
持
た
ざ
る
経
営
」

と
か「
強
い
リ
ー
ダ
ー
さ
え
い
れ
ば
勝
て
る
」

と
考
え
た
結
果
、
ミ
ド
ル
に
対
す
る
育
成
施

策
が
大
き
く
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

経
営
環
境
も
激
変
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
も
う
一
度
定
義
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
業

【図表2】部課長数の増減【図表4】個人業績目標を持つ課長の割合 【図表3】役職者と一般社員の賃金比率

出典：社団法人日本能率協会 選抜研修（JMAマネジメント･イ
ンスティチュート）修了者へのWebアンケート結果より抜粋（調
査期間：2006年12月28日〜 2007年1月17日） ※本調査は企業が回答しており、通常スタッフ課長も課長数

に含まれる。
出典：賃金構造基本統計調査報告（厚生労働省）

※本調査は企業が回答しており、通常スタッフ課長も課
長数に含まれる。
出典：賃金構造基本統計調査報告（厚生労働省）

左目盛：課長、部長数　右目盛：非役職者数
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私
た
ち
上
の
世
代
か
ら
す
る
と
、
今
の
マ
ネ
ジ

ャ
ー
で
あ
る
ミ
ド
ル
層
は
ま
こ
と
に
不
甲
斐
な
い

感
じ
が
し
ま
す
。
彼
ら
の
大
学
時
代
は
バ
ブ
ル
真

っ
盛
り
、
入
社
後
も
ち
や
ほ
や
さ
れ
て
い
た
か
ら

だ
、
と
以
前
は
思
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
今
回
の

提
言
研
究
に
関
わ
り
、
考
え
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

1
0
0
％
責
を
負
う
べ
き
は
、
失
わ
れ
た
15
年

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
、
つ
ま
り
現
在
お
よ
び
前
の

経
営
者
た
ち
で
す
。
環
境
変
化
と
い
う
言
い
訳
の

も
と
、
教
育
研
修
費
を
削
減
し
、
採
用
も
ご
く
少

数
に
絞
り
、
最
大
の
学
び
の
機
会
で
あ
る
「
後
輩

に
教
え
る
場
」
も
奪
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

ミ
ド
ル
の
不
活
性
化
と
い
う
問
題
は
、
彼
ら
こ
そ

が
自
責
と
贖
罪
の
念
を
も
っ
て
認
識
し
、
自
分
の

目
の
黒
い
う
ち
に
必
ず
解
決
す
る
と
い
う
決
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ミ
ド
ル
に
手
厚
く
教
育
投
資
を
し

て
、
部
下
も
た
く
さ
ん
つ
け
て
、
と
い
う
古
き
時

代
の
や
り
方
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
昇

進
や
昇
格
と
い
っ
た
外
発
的
な
動
機
づ
け
で
管
理

す
る
や
り
方
を
や
め
、
仕
事
そ
の
も
の
を
楽
し
む

内
発
的
動
機
づ
け
の
重
視
へ
、
人
事
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
1
8
0
度
、
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

出
世
は
偉
く
な
い 

仕
事
を
作
る
人
が
偉
い

　

な
ぜ
か
。
た
だ
で
さ
え
管
理
職
が
余
っ
て
い
る

時
代
で
す
し
、
こ
れ
だ
け
豊
か
な
時
代
、
お
金
や

ポ
ス
ト
で
人
間
を
動
機
づ
け
る
に
は
大
き
な
限
界

が
あ
る
か
ら
で
す
。
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
緻

密
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
維
持
す
る
よ
う
な
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
難
し
く
な
る
の
で
、
逆
方
向
に
舵
を

切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
世
が
第
一
と
い

う
価
値
観
が
主
流
だ
っ
た
時
代
に
苦
労
し
て
組
織

を
上
り
つ
め
た
人
が
「
出
世
に
価
値
は
な
い
」
と

言
い
切
る
こ
と
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
自
己
否
定
で

す
が
、
ト
ッ
プ
は
ぜ
ひ
や
り
抜
い
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
の
ミ
ド
ル
を
元
気
に
さ
せ

る
最
初
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
か
ら
で
す
。

 

「
出
世
し
た
人
が
偉
い
」
か
ら
「
仕
事
を
作
り
、

仕
事
を
楽
し
む
人
が
偉
い
」
へ
、
企
業
の
価
値
観

が
変
わ
る
と
日
本
は
も
っ
と
面
白
く
な
り
ま
す
。

人
間
を
月
に
送
っ
た
り
す
る
こ
と
に
懸
命
に
な
っ

た
時
代
は
と
っ
く
に
終
わ
り
、
時
代
の
波
は
、
日

本
人
が
元
来
、
得
意
と
す
る
、
小
さ
な
も
の
、
箱

庭
的
な
も
の
が
受
け
る
ほ
う
へ
向
か
っ
て
い
ま

す
。
企
業
の
内
外
を
問
わ
ず
、
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
絶
え
ず
音
を
立
て
る
よ
う
に
生
ま
れ
て
い
る
状

態
が
理
想
で
す
。
そ
こ
で
一
番
生
き
生
き
と
し
て

い
る
主
役
が
20
世
紀
に
中
間
管
理
職
と
い
わ
れ
て

い
た
人
た
ち
で
あ
れ
ば
最
高
で
す
ね
。

出
世
か
ら
仕
事
そ
の
も
の
へ
。人
事
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
を

野
田 

稔
氏
（
多
摩
大
学
大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
教
授
）

のだ・みのる
1957年生まれ。一橋大学
商学部卒業後、野村総合
研究所入社。一橋大学大
学院商学修士。同社経営
コンサルティング一部長を経
て、2005年より現職。数
多くの企業の人材育成に
携わる。著書に『燃え立つ
組織』（ゴマブックス）、『組
織論再入門』（ダイヤモンド
社）などがある

績
達
成
、
部
下
育
成
、
改
革
主
体
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
3
つ
の
基
本
的
な
役
割
に
加
え
、

非
正
社
員
の
割
合
が
増
え
る
な
ど
、
職
場
の

人
員
構
成
が
多
様
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
理

念
浸
透
」
と
い
う
役
割
、
さ
ら
に
C
S
R
や

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
う
言
葉
で
象
徴
さ

れ
る
「
社
会
的
責
任
の
実
現
」
と
い
う
役
割

が
新
た
に
加
わ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
重
責
を
担
う
の
に
、
満
足
な

数
の
部
下
が
い
ま
せ
ん
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

就
職
氷
河
期
に
企
業
が
採
用
を
手
控
え
し
た

か
ら
で
す
。
上
か
ら
降
り
て
く
る
業
績
達
成

の
圧
力
と
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
本

来
な
す
べ
き
部
下
育
成
や
改
革
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
。
現
場
の
第
一
線

で
の
仕
事
も
要
求
さ
れ
、
身
も
心
も
疲
れ
き

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
日
本
企
業
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
像
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
組
織
の
中
間
管
理
職
か
ら 

小
組
織
の
経
営
者
へ

　

こ
う
い
う
悩
ま
し
い
事
態
を
打
破
す
る
た

め
、
今
回
、
私
ど
も
が
ま
と
め
た
提
言
の
骨

子
は
「
チ
ー
ム
型
組
織
」
と
い
う
言
葉
に
表

れ
て
い
ま
す
。「
企
業
は
少
人
数
か
ら
な
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
集
合
体
を
目
指

せ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
個
々
の
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

で
は
な
く
、
経
営
者
と
な
る
の
で
す
。　

　

イ
タ
リ
ア
に
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
と
呼
ば

れ
る
熟
練
技
術
者
が
い
ま
す
。
製
品
の
企
画

か
ら
生
産
、
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で

関
わ
る
超
・
多
能
工
で
す
。
今
回
、
私
た
ち

は
そ
れ
に
倣
っ
た
「
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス

タ
」
制
も
提
案
し
て
い
ま
す
。
任
命
さ
れ
た

人
が
、
ラ
イ
ン
に
所
属
せ
ず
、
自
由
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
人
を
集
め
て
遂
行
し
た

り
す
る
制
度
で
す
。
昇
進
や
昇
格
、
昇
給
と

い
っ
た
組
織
の
階
段
を
上
る
こ
と
で
は
な
く

て
、
仕
事
の
面
白
さ
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら

れ
る
人
材
を
い
か
に
作
る
か
。
外
発
的
動
機

づ
け
か
ら
内
発
的
動
機
づ
け
へ
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
思
想
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
こ
そ
、
21
世

紀
の
新
し
い
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。



C

M

Y

K

特集1　W81_10

10Apr.-May  2007

　

島
耕
作
は
僕
と
同
い
年
の
設
定
で
、
1
 
9
 

4
7
年
生
ま
れ
。団
塊
の
世
代
の
ひ
と
り
で
、

今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
。『
課
長
島
耕
作
』

は
1
9
8
3
年
の
連
載
開
始
で
す
か
ら
、
島

耕
作
も
僕
ら
と
同
じ
よ
う
に
80
年
代
、
90
年

代
を
生
き
て
き
て
、
歳
を
重
ね
て
き
た
よ
う

な
も
の
で
す
。
バ
ブ
ル
期
、
そ
し
て
バ
ブ
ル

崩
壊
と
い
う
あ
の
時
代
が
、
島
耕
作
を
生
み

出
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

 

『
島
耕
作
』
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
受
け
た
の

は
、
ひ
と
つ
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
漫
画
を
読

む
時
代
に
な
っ
て
、
大
人
向
け
の
漫
画
の
ニ

ー
ズ
が
あ
っ
た
か
ら
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ

れ
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
界
を
リ
ア
ル
に

描
い
た
漫
画
が
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

『
釣
り
バ
カ
日
誌
』（
や
ま
さ
き
十
三
作
、
北

見
け
ん
い
ち
画
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
は
コ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
僕
は
『
島
耕
作
』
シ
リ
ー
ズ
で
経
済

の
動
向
や
企
業
間
競
争
、
会
社
内
の
派
閥
争

い
や
組
織
の
末
端
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

群
像
な
ど
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
界
の
リ
ア

リ
ズ
ム
を
描
い
た
。
そ
れ
が
世
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
心
を
と
ら
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

主
人
公
島
耕
作
に 

読
者
は
嫉
妬
し
た

　

読
者
の
方
か
ら
の
感
想
や
意
見
を
見
る

と
、
島
耕
作
に
対
し
て
共
感
も
憧
れ
も
、
嫉

妬
も
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
読
者
の
反
応
の

多
く
は
、
島
耕
作
が
遊
ん
で
い
る
と
「
も
っ

と
仕
事
を
し
ろ
」、
仕
事
ば
か
り
し
て
い
る

と
「
女
を
出
せ
」
と
い
う
も
の
。
島
耕
作
が

部
長
、
取
締
役
と
出
世
し
て
く
る
と
、「
島

を
失
脚
さ
せ
ろ
」（
笑
）。
島
耕
作
は
漫
画
の

中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
に
、
み
ん
な
自
分

自
身
の
境
遇
と
比
較
し
て
い
る
。
だ
か
ら
も

の
す
ご
く
腹
が
立
つ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

島
耕
作
は
課
長
か
ら
部
長
、
取
締
役
、
常

務
、専
務
と
出
世
街
道
を
突
っ
走
っ
て
き
た
。

そ
の
島
に
嫉
妬
す
る
の
は
、
世
の
多
く
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
昇
進
へ
の
憧
れ
が
強
い
こ
と

の
表
れ
で
し
ょ
う
。
日
本
の
社
会
で
は
、
昇

進
が
人
々
に
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
、
そ
の
活
力
が
日
本
経
済
を
押
し
上
げ
て

き
た
。
そ
れ
に
実
際
、
課
長
や
部
長
は
一
番

仕
事
が
楽
し
い
時
期
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

上
か
ら
の
命
令
と
下
か
ら
の
突
き
上
げ
に
は

さ
ま
れ
る
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
つ
ら
い
と

い
っ
て
も
、
組
織
に
属
し
て
い
れ
ば
社
長
と

新
入
社
員
以
外
は
み
な
上
下
に
気
を
使
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
。そ
れ
で
も
課
長
に
な
れ
ば
、

た
と
え
上
司
の
指
示
の
範
囲
内
で
も
、
初
め

て
自
分
の
権
限
で
仕
事
を
進
め
、
部
下
に
仕

事
の
指
示
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は

や
っ
ぱ
り
気
分
が
い
い
も
の
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
立
身
出
世
の
シ
ス
テ
ム
に
は
功
だ

け
で
な
く
罪
も
あ
り
ま
す
。
他
人
と
の
比
較

に
意
識
が
行
き
す
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は「
島
耕
作
」に
何
を
託
し
た
の
か

1
9
8
3
年
に『
週
刊
モ
ー
ニ
ン
グ
』（
講
談
社
）に
連
載
を
開
始
し
た
漫
画『
課
長
島
耕
作
』は
、
家
電
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
る
主
人
公
、
島
耕
作
が
出
世
す
る
に
つ
れ
て
、

『
部
長
島
耕
作
』『
取
締
役
島
耕
作
』『
常
務
島
耕
作
』と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
、
現
在
も『
専
務
島
耕
作
』と
し
て
連
載
を
続
け
て
い
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
単
行
本•
文
庫
本
の
発
行
部
数
2
6
0
0
万
部
を
誇
り
、
読
者
で
あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
る
。

世
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
島
耕
作
に
、
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
夢
を
託
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

弘
兼
憲
史
氏
（
漫
画
家
）

分
の
仕
事
が
会
社
の
た
め
に
な
る
か
を
考
え

る
よ
り
、
出
世
の
た
め
に
「
僕
は
会
社
に
対

し
て
こ
ん
な
手
柄
を
立
て
た
」
と
ア
ピ
ー
ル

す
る
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
。

会
社
人
間
で
は
な
く 

仕
事
人
間
の
島
が
出
世

　

そ
の
点
、
島
耕
作
に
は
出
世
し
た
い
と
い

う
欲
は
な
か
っ
た
。
派
閥
に
組
み
入
る
こ
と

も
し
な
い
。
彼
は
仕
事
人
間
で
、
決
し
て
会

社
人
間
で
は
な
い
ん
で
す
。
会
社
の
た
め
に

自
分
を
犠
牲
に
し
た
り
し
な
い
で
す
か
ら
。

仕
事
は
お
金
を
稼
ぐ
た
め
で
は
な
い
。
た
だ

と
に
か
く
仕
事
が
好
き
で
、
周
り
に
迷
惑
を

か
け
な
い
範
囲
で
、
自
分
の
生
き
方
を
追
求

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
仕
事
は
客
観
的
な
成

果
を
残
せ
ば
、
見
て
く
れ
て
い
る
人
が
必
ず

い
て
評
価
し
て
く
れ
る
と
僕
は
思
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
の
僕
の
考
え
を
反
映
し
て
、
島

時
代
の
証
言
①
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ひろかね・けんし
19�7年生まれ。早稲田
大学法学部卒業。1970
年松下電器産業入社、広
告宣伝部に勤務。1973
年同社を退職。197�年

『ビッグコミック』に『風薫る』
でデビュー。1983年『課
長島耕作』の連載を開始。
主要作品に『加治隆介の
議』『黄昏流星群』など。

耕
作
は
ガ
ツ
ガ
ツ
し
て
い
な
い
の
に
出
世
し

た
。
漫
画
だ
か
ら
多
少
の
お
と
ぎ
話
的
な
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
。
そ
れ
で
も
こ
う
し
た

島
耕
作
の
姿
を
読
者
は
羨
ま
し
く
思
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

企
業
社
会
は 

理
不
尽
な
世
界

　

実
際
の
世
の
中
は
不
条
理
な
こ
と
ば
か
り

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
は
単
行
本
1
巻
の
カ

バ
ー
で
も
書
い
て
ま
す
が
、『
課
長
島
耕
作
』

で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ペ
ー
ソ
ス
（
悲
哀
）

を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
理
不

尽
な
こ
と
も
あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
界

で
、
島
耕
作
は
う
ま
く
生
き
る
こ
つ
を
心
得

て
い
た
ん
で
す
ね
。
彼
は
他
人
と
自
分
を
比

較
し
な
い
。
人
と
比
べ
て
不
満
を
言
い
出
し

た
ら
き
り
が
な
い
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
島
耕

作
は
与
え
ら
れ
た
状
況
に
抗
わ
ず
、
そ
の
状

況
を
受
け
入
れ
て
楽
し
む
方
法
を
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

企
業
社
会
の
中
で
自
分
の
生
き
方
を
貫
く

こ
と
は
、
言
葉
は
美
し
い
け
れ
ど
難
し
い
。

で
も
島
耕
作
は
60
歳
に
な
っ
て
も
相
変
わ
ら

ず
の
ま
ま
で
す
。
目
の
前
に
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
一
生
懸
命
し
た
ら
、
結
果
的
に
会
社
の

た
め
に
も
な
っ
て
、
報
酬
を
得
ら
れ
る
。
こ

れ
は
松
下
幸
之
助
氏
の
教
え
そ
の
も
の
で

す
。
僕
は
漫
画
家
に
な
る
前
に
松
下
電
器
で

3
年
半
働
い
て
い
ま
し
た
。
最
初
「
利
益
を

求
め
る
な
」
と
聞
い
た
と
き
は
綺
麗
事
だ
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
本
当
だ
と
思
う
。
世

の
中
理
不
尽
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
僕
は
こ

う
い
う
姿
勢
で
生
き
て
い
き
た
い
、
そ
れ
を

島
耕
作
に
託
し
ま
し
た
。

　

今
の
若
い
人
が
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い

と
言
う
の
は
、
単
に
大
人
に
な
り
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
と
僕
は
思
い
ま

す
よ
。
今
い
る
世
界
が
十
分
快
適
だ
か
ら
、

そ
の
世
界
か
ら
抜
け
出
し
た
く
な
い
と
駄
々

を
こ
ね
て
い
る
ん
で
す
。
僕
ら
の
頃
は
、
早

く
大
人
に
な
り
た
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ

た
。
大
人
に
な
れ
ば
、
タ
バ
コ
も
酒
も
飲
め

る
っ
て
。
大
人
の
世
界
の
方
が
ず
っ
と
い
い

と
思
え
た
。そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

今
の
若
い
人
た
ち
を
甘
や
か
し
て
き
た
の
は

快
適
な
環
境
を
与
え
す
ぎ
た
僕
た
ち
の
責
任

だ
ろ
う
け
ど
、
世
の
中
に
は
、
訳
わ
か
ら
ず

と
も
怒
鳴
ら
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
し
、
不

条
理
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
教
え
る
し
か
な

い
で
し
ょ
う
ね
。

現
在
で
も
評
価
さ
れ
る 

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
像

　

1
9
7
0
年
に
僕
が
松
下
電
器
に
入
社
し

た
と
き
、
同
期
は
8
0
0
人
い
た
し
、
翌
年

©弘兼憲史／講談社

は
1
0
0
0
人
の
新
卒
が
入
っ
て
き
た
。
そ

の
中
か
ら
取
締
役
に
な
れ
る
の
は
、
1
人
か

2
人
。
同
期
と
の
競
争
は
厳
し
く
て
、
部
長

ま
で
い
け
れ
ば
い
い
な
あ
と
い
う
実
感
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
に
は
2
種
類
の

人
が
い
て
、
ひ
と
つ
は
最
初
か
ら
出
世
を
諦

め
、
仕
事
を
生
活
の
手
段
と
割
り
切
っ
て
転

勤
も
し
な
い
と
い
う
タ
イ
プ
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
と
に
か
く
出
世
が
目
標
で
転
勤
で
も
何

で
も
厭
わ
な
い
タ
イ
プ
が
い
ま
し
た
。
島
耕

作
は
こ
の
2
つ
の
タ
イ
プ
の
中
間
を
生
き
て

き
た
ん
で
す
ね
。
出
世
の
た
め
に
仕
事
は
し

な
い
け
れ
ど
、
転
勤
も
海
外
赴
任
も
何
で
も

し
て
、
自
分
の
好
き
な
仕
事
を
し
た
ら
、
結

果
仕
事
が
評
価
さ
れ
て
出
世
し
て
い
た
。

　

最
近
、『
課
長
島
耕
作
』
を
文
庫
本
サ
イ

ズ
に
し
た
ら
、
ま
た
売
れ
始
め
て
い
る
ん
で

す
。
携
帯
も
デ
ジ
カ
メ
も
登
場
し
な
い
20
年

前
の
漫
画
な
の
に
、
読
者
は
違
和
感
を
感
じ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
企
業
社
会

が
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

自
分
の
好
き
な
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
考
え

方
が
20
年
前
よ
り
現
在
の
ほ
う
が
強
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、『
課
長
島
耕
作
』
の
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
像
が
、
今
の
若
い
世
代
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
島

耕
作
は
団
塊
の
世
代
な
の
に
、
21
世
紀
に
生

き
る
現
代
人
と
い
っ
て
も
通
用
す
る
考
え
方

と
働
き
方
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

時代の証言①
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経
営
者
が
問
う「
わ
が
社
の
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
あ
り
方
は
経
営
ト
ッ
プ
の
大
き
な
関
心
事
項
で
あ
る
。
ど
ん
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
理
想
か
。

自
社
の
現
状
は
ど
う
か
。
今
後
ど
う
し
て
い
く
つ
も
り
か
。
い
ず
れ
も「
ト
ッ
プ
が
強
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
、

ご
存
じ
、
ユ
ニ
ク
ロ
で
知
ら
れ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
カ
リ
ス
マ
経
営
者
、
柳
井 

正
氏
と
、
最
先
端
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
方
式
で
知
ら
れ
る

光
学
ガ
ラ
ス
、
電
子
部
品
分
野
の
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ー
カ
ー
、
H
O
Y
A
を
率
い
る
鈴
木 

洋
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

Part 3
　

ユ
ニ
ク
ロ
の
従
業
員
数
は
現
在
2
1
0
0

名
強
、
う
ち
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
あ
た
る

の
は
、店
長
、ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
S
V
）、

ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
（
B
L
）、
さ
ら
に
本

部
の
部
課
長
で
す
。
合
計
す
る
と
約
9
0
0

名
で
す
。店
舗
数
が
7
3
0
あ
り
ま
す
の
で
、

多
く
は
店
長
が
占
め
て
い
る
計
算
に
な
り 

ま
す
が
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ

わ
し
い
一
人
前
の
店
長
と
な
る
と
、
数
が
ぐ

っ
と
減
り
ま
す
。
S
V
は
5
、
6
店
舗
を
担

当
し
、
本
部
と
店
と
の
パ
イ
プ
役
や
店
長
を

含
め
た
店
の
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
が
業
務
で

す
。
B
L
は
S
V
を
統
括
し
、
地
域
の
販
売

戦
略
の
構
築
と
実
現
が
主
務
。S
V
が
課
長
、

B
L
が
部
長
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

私
の
理
想
は
社
長
の
目
が
隅
々
ま
で
行
き

渡
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
そ
れ
は
不
可
能
だ
か

ら
組
織
を
作
る
、
そ
こ
で
ミ
ド
ル
の
出
番
と

な
る
の
で
す
。
ミ
ド
ル
に
は
、
社
長
の
代
理

人
、
ひ
と
り
の
経
営
者
と
し
て
仕
事
し
て
欲

し
い
。
組
織
の
潤
滑
油
と
し
て
の
働
き
で
は

駄
目
で
す
。

　

私
は
常
々
、
社
長
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が

そ
の
通
り
行
わ
れ
な
い
会
社
が
い
い
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。「
社
長
の
言
う
こ
と
＝
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
書
い
て
あ
る
こ
と
」
と
す
る
な
ら

ば
、
以
前
の
当
社
は
、
店
舗
運
営
に
関
す
る

限
り
、
ま
さ
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
墨
守
、
社
長
の

言
う
こ
と
は
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
そ
う
い
う
や
り
方
だ
と
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
分
厚
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
暗
記
す
る

の
も
大
変
で
す
が
、
最
悪
な
の
は
店
長
が
自

分
の
頭
で
考
え
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

間
違
っ
た
判
断
に
対
し
て 

ト
ッ
プ
を
諌
め
る
気
概
も
必
要

　

か
つ
て
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
あ
る
店
に
子
供
を

連
れ
た
女
性
が
や
っ
て
来
て
、「
子
供
が
病

気
な
の
で
店
の
電
話
を
貸
し
て
欲
し
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
、「
お
客

様
に
店
の
電
話
を
貸
し
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
た
の
で
、
店
長
が

お
断
り
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
、
そ
の
方
の
夫

か
ら
「
お
た
く
の
企
業
姿
勢
は
お
か
し
い
」

と
ク
レ
ー
ム
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し

た
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
ぐ
う
の
音
も
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
原
則
を
書

い
た
も
の
で
、
ど
ん
な
場
合
も
そ
れ
に
従
っ

て
い
れ
ば
仕
事
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

やない・ただし
19�9年生まれ。早稲田大学政
治経済学部卒業後、ジャスコに
入社し、10カ月後に退社。72年、
父親の経営する小郡商事に入
社。8�年ユニクロの第1号店を
広島市内に出店、同年社長に
就任。91年社名をファーストリテ
イリングに変更。2002年代表
取締役会長に就任。2005年よ
り現職。著書に『一勝九敗』（新
潮社）

せ
ん
。
以
来
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
人
間
を

作
ら
な
け
れ
ば
、
と
強
く
決
心
し
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
で
す
。
通

常
は
本
部
＝
考
え
る
人
、
店
舗
＝
実
行
す

る
人
と
い
う
考
え
が
一
般
的
で
す
が
、
そ
れ

は
間
違
っ
て
い
ま
す
。
本
部
、
店
の
ど
ち
ら

に
も
、
考
え
る
こ
と
と
実
行
す
る
こ
と
が
不

可
欠
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
店
長

組
織
の
潤
滑
油
は
要
ら
な
い

社
長
の
代
理
人
た
れ

柳
井 

正
氏
（
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ　

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）
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が
優
秀
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

か
つ
て
の
ユ
ニ
ク
ロ
は
他
の
多
く
の
チ
ェ
ー

ン
ス
ト
ア
と
同
じ
く
、
店
長
の
次
は
S
V
に

な
る
と
い
う
図
式
が
一
般
的
で
し
た
。
こ
れ

も
間
違
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
商
売
人

で
す
か
ら
、
時
に
は
本
部
の
人
間
よ
り
優
秀

な
人
材
が
店
長
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
作
っ
た
の
が
「
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
店
長
」
と
い
う
制
度
で
す
。
店

長
の
理
想
形
は
、F
C
オ
ー
ナ
ー
の
よ
う
に
、

本
部
と
対
等
の
関
係
に
な
る
こ
と
で
す
。
時

に
は
対
立
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
終

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
社
長
が
間
違
っ
て

い
た
ら
諌
め
る
」
く
ら
い
の
気
概
は
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
持
っ
て
欲
し
い
。

　

S
V
や
B
L
と
な
る
人
材
と
、
店
長
で
あ

り
続
け
る
人
材
で
は
求
め
ら
れ
る
能
力
が
違

い
ま
す
。
店
長
に
求
め
ら
れ
る
の
は
日
々
、

お
客
様
や
ス
タ
ッ
フ
と
向
き
合
い
、
実
績
を

あ
げ
る
こ
と
。
S
V
や
B
L
は
も
っ
と
幅
広

い
視
野
で
個
々
の
店
や
地
域
を
と
ら
え
、
将

来
に
対
す
る
布
石
を
打
つ
こ
と
で
す
。
商
売

は
好
き
嫌
い
が
通
用
し
、
お
客
様
が
喜
べ
ば

実
績
が
出
な
く
て
も
許
さ
れ
る
世
界
で
す

が
、
経
営
は
好
き
嫌
い
が
通
用
せ
ず
、
実
績

が
必
ず
求
め
ら
れ
る
世
界
で
す
。
店
長
に
は

商
売
力
、
S
V
や
B
L
に
は
経
営
力
が
必
須

で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
商
売
力
を
備
え
た

S
V
や
B
L
、経
営
人
材
は
鬼
に
金
棒
で
す
。

経
営
者
も
ミ
ド
ル
も 

二
律
背
反
の
矛
盾
解
決
者

　

一
方
で
、「
経
営
と
い
う
仕
事
は
な
い
」

と
い
つ
も
社
員
に
は
言
っ
て
い
ま
す
。
日
々

の
仕
事
を
入
念
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
の
積

み
重
ね
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
は
、

店
舗
と
本
部
、
利
益
と
売
上
げ
、
商
売
と
経

営
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
矛
盾
を
解
決
す
る
の
が
経
営
者
の
仕

事
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
場
の
問
題
解
決
者
と

し
て
の
ミ
ド
ル
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

M
B
A
取
得
者
な
ど
、
最
近
の
若
手
の
優

秀
な
人
た
ち
の
中
で
、「
仕
事
と
は
技
術
で

あ
る
。
自
分
が
得
意
と
す
る
技
術
を
提
供
す

る
こ
と
で
組
織
に
貢
献
し
、
お
金
を
も
ら
い

た
い
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
と
ん
で
も
な

い
。
組
織
で
働
く
意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
自
分
は
何

を
や
り
た
い
の
か
」
を
深
く
考
え
、「
現
場
で

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
」
を
身
体
で
察
知

し
、
そ
れ
に
対
し
て
成
果
を
出
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。自
分
の
頭
で
物
を
考
え
ず
、

現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
お
勉
強
に
い
く
ら

励
ん
で
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う

人
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

正
直
言
っ
て
、
当
社
の
ミ
ド
ル
に
も
私
は

不
満
だ
ら
け
で
す
（
笑
）。
仕
事
を
せ
ず
に
、

上
司
へ
の
報
告
や
部
下
へ
の
指
示
ば
か
り
に

駆
け
ず
り
回
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の

も
、
キ
ャ
リ
ア
志
向
が
非
常
に
強
く
、
組
織

の
階
段
を
速
く
駆
け
上
が
り
、
ユ
ニ
ク
ロ
を

土
台
に
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
た
い
と

い
う
人
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
う
い
う

人
が
増
え
る
「
組
織
の
病
い
」
か
ら
は
、
で

き
る
だ
け
自
由
な
会
社
で
あ
り
た
い
。

　

仕
事
が
大
変
だ
、
苦
し
い
と
愚
痴
る
ミ
ド

ル
が
よ
く
い
ま
す
。
で
も
私
に
い
わ
せ
れ
ば

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。「
困
難
」

を
日
本
人
が
英
訳
す
る
と
「
ト
ラ
ブ
ル
」
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
人
に
い
わ
せ
る
と
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
だ
そ
う
で
す
。
起
死
回
生
を
狙
う

い
い
機
会
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
困
難
に
向

き
合
う
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
と
ら
え
る
よ
り

は
、
む
し
ろ
不
安
に
な
っ
て
い
る
ミ
ド
ル
が

多
い
気
が
し
ま
す
。

 

「
泳
げ
な
い
者
は
沈
め
ば
い
い
」
と
い
う
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
創
業
者
）
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
一
時
、
私
は
こ
の
言

葉
を
拳
拳
服
膺
し
て
い
ま
し
た
。
誤
解
さ
れ

的
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
遂
行
し
、
利
益
を
上
げ

る
た
め
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
で
す
。

　

つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
。
経
営
管
理
職
講

座
と
い
う
幹
部
相
手
の
勉
強
会
を
定
期
的
に

開
い
て
い
る
の
で
す
が
、
テ
ー
マ
を
「
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
し
た
と
こ
ろ
、
あ

る
F
C
オ
ー
ナ
ー
か
ら
、
私
が
年
頭
に
述
べ

た
今
年
の
抱
負
、「
儲
け
る
」
の
ほ
う
が
ふ

さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
具
申
の

メ
ー
ル
が
来
て
、
私
も
「
な
る
ほ
ど
」
と
思

い
、
話
す
テ
ー
マ
を
変
え
ま
し
た
。
社
員
で

は
な
く
、
F
C
オ
ー
ナ
ー
だ
か
ら
で
き
る
こ

泳
げ
な
い
ミ
ド
ル
は
沈
め
ば
い
い

3
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や
す
い
内
容
で
す
が
、
真
意
は
「
泳
げ
な
い

の
に
自
分
は
泳
げ
る
と
錯
覚
し
、
泳
げ
る
真

似
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
う
い
う
人
は

一
度
、
沈
む
よ
う
な
目
に
遭
う
べ
き
だ
。
自

分
は
泳
げ
な
い
と
認
識
し
て
か
ら
、
泳
げ
る

よ
う
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
間
は
ど
ん
な
年
齢
に
な
っ
て
も
変
わ
ろ

う
と
思
え
ば
変
わ
れ
る
。
問
題
は
そ
う
思
う

か
ど
う
か
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
一
度
、
沈

ん
で
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
組

織
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

H
O
Y
A
に
は
現
在
、
①
エ
レ
ク
ト
ロ
オ

プ
テ
ィ
ク
ス
、
②
ホ
ト
ニ
ク
ス
、
③
ビ
ジ
ョ

ン
ケ
ア
、
④
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
⑤
ク
リ
ス
タ
ル
、

⑥
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
6
つ
の
事
業
部
が
あ
り

ま
す
。
各
事
業
部
は
、
事
業
部
長
を
含
む
部

長
（
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
課
長
（
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）、係
長
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）、

一
般
社
員
の
4
階
層
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
え
ば
部
長
と

課
長
で
す
が
、
3
万
人
の
社
員
（
連
結
）
を

擁
す
る
当
社
で
は
、
そ
の
数
は
合
わ
せ
て

3
0
0
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
全
体
の
た
っ
た

1
0
0
分
の
1
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
会
社
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
社

は
三
角
形
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
組
織
で
は
な
く
、

経
営
陣
と
少
人
数
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
フ
ラ
ッ

ト
な
組
織
を
動
か
し
て
い
る
文
鎮
型
で
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
組
織
に
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
明
確
な
責
任
や
権
限
が
な
い
人
で
も
、

一
定
の
年
齢
に
達
す
れ
ば
誰
で
も
課
長
に
昇

進
で
き
る
と
い
っ
た
大
企
業
病
に
陥
っ
て
俊

敏
性
を
失
い
、
業
績
が
悪
化
す
る
の
を
避
け

よ
う
と
、
歴
代
の
経
営
者
が
必
死
に
考
え
、

努
力
し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

H
O
Y
A
で
は
年
齢
や
年
次
は
昇
進
に
ま

っ
た
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用
も
事
業
部

ご
と
に
行
い
、
事
業
部
を
超
え
た
異
動
も
あ

り
ま
せ
ん
。
新
卒
を
採
っ
て
一
律
的
に
育
て

る
と
い
う
発
想
も
薄
く
、
現
在
は
キ
ャ
リ
ア

採
用
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
い
わ
ゆ
る
日
本
型

と
い
わ
れ
る
企
業
と
は
対
極
の
や
り
方
で

す
。
異
質
な
人
材
が
ど
ん
ど
ん
外
か
ら
入
っ

て
き
て
、
組
織
に
合
わ
な
い
人
、
成
果
が
あ

げ
ら
れ
な
い
人
は
去
っ
て
い
く
の
が
理
想
で

す
。
組
織
は
い
つ
も
揺
れ
動
い
て
い
る
カ
オ

ス
の
状
態
に
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
、

あ
る
程
度
の
流
動
性
が
必
要
な
の
で
す
。

 

「
仕
事
を
通
じ
て
人
は
育
つ
」
と
い
う
発
想

が
主
で
、働
く
場
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
、

結
果
的
に
た
く
さ
ん
の
人
材
が
育
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
教
育
制
度
や
研
修
と
い
っ
た

O
F
F

│

J
T
の
教
育
は
成
果
を
あ
げ
た
人

に
対
す
る
個
別
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
事
業
あ
り
き 

そ
の
後
に
組
織
を
考
え
る

　

以
上
の
よ
う
な
人
事
思
想
は
「
ま
ず
人
や

組
織
あ
り
き
で
、
次
に
事
業
が
あ
る
」
の
で

な
く
て
、「
ま
ず
事
業
あ
り
き
で
、
そ
の
事

業
を
う
ま
く
廻
す
た
め
に
は
、
ど
ん
な
人
や

組
織
が
い
い
の
か
」
を
考
え
た
結
果
で
し
ょ

う
。
と
い
っ
て
も
、
今
か
ら
12
、
13
年
前
、

年
功
的
な
処
遇
が
厚
く
な
り
す
ぎ
て
役
職
者

が
増
え
す
ぎ
た
こ
と
が
あ
り
、
人
事
制
度
を

大
き
く
改
訂
し
ま
し
た
。
当
時
か
ら
少
子
化

の
進
行
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
で
は

雇
用
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
、
そ
の
ま
ま
行

く
と
、
上
が
大
き
い
逆
三
角
形
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
に
な
っ
て
し
ま
う
危
惧
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
結
果
が
現
在
の
文
鎮
型
で
す
。

　

事
業
部
の
ト
ッ
プ
は
人
事
権
を
は
じ
め
、

極
め
て
広
範
な
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
肩
書
き
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
形
態
に
合
わ

せ
、
社
長
以
外
な
ら
、
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
、
製
造
部
長
、
事
業
部
長
、
何
を
名

乗
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

堅
企
業
の
経
営
者
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
こ

の
ク
ラ
ス
の
人
材
を
確
保
す
る
の
は
な
か
な

か
大
変
で
、
現
在
は
内
部
で
育
成
さ
れ
た
人

材
が
多
い
の
で
す
が
、
外
か
ら
の
採
用
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
人
が
ト
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い
か
と

い
う
と
、
基
準
は
き
わ
め
て
明
確
で
す
。
毎

期
、き
ち
ん
と
し
た
業
績
を
残
せ
る
人
で
す
。

そ
れ
さ
え
達
成
で
き
れ
ば
、
事
業
部
を
ワ
ン

マ
ン
で
切
り
盛
り
し
よ
う
と
、
チ
ー
ム
プ
レ

ー
を
重
視
し
よ
う
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス

タ
イ
ル
は
す
べ
て
そ
の
人
に
任
せ
て
い
ま

す
。
人
事
権
も
あ
る
の
で
、
自
分
の
お
気
に

入
り
の
人
間
だ
け
で
固
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
社
長
で
あ
る
私
も
、
事
業
の
方
向
性
を

決
定
す
る
と
き
に
は
一
緒
に
決
め
ま
す
が
、

事
業
の
中
身
に
ま
で
口
や
か
ま
し
く
介
入
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
績
が
残
せ
る
人

は
い
く
ら
で
も
長
く
や
れ
ま
す
が
、
5
、
6

四
半
期
も
続
け
て
下
降
気
味
の
人
は
さ
す
が

に
首
の
辺
り
が
寒
く
な
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。
H
O
Y
A
は
人
事
上
の
ル
ー
ル
が
ほ
と

ん
ど
な
い
会
社
で
す
が
、
ト
ッ
プ
か
ら
末
端

ま
で
、
数
字
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
点

大
企
業
病
を
避
け
る

文
鎮
型
組
織
の
利
点
と
限
界

鈴
木 

洋
氏
（
H
O
Y
A　

代
表
執
行
役　

最
高
経
営
責
任
者
）
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すずき ひろし
1958年生まれ。東洋大学お
よび米国メンロー大学卒業。
1985年HOYA入社。89年
HOYA LENS（S） PTE LTD. 
社長。91年HOYA OPTICS，
INC.社長、93年HOYA COR-
PORATION USA社長。同年6
月からHOYA取締役。以後、常
務、専務を経て、2000年に社
長。03年より現職

が
唯
一
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
こ
れ
が
会
社
の

D
N
A
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
達
成
で

き
な
か
っ
た
ら
懲
罰
的
な
人
事
が
行
わ
れ
る

わ
け
で
も
な
く
、そ
の
へ
ん
は
臨
機
応
変
で
、

過
去
を
ひ
き
ず
ら
な
い
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
部
長
の
下
に
は
、
販
売
、
生
産
、
技

術
、
財
務
担
当
の
部
長
が
い
て
、
こ
の
5
人

が
事
業
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
を
構
成

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
長
の
下
に
い

る
の
が
課
長
で
す
。
販
売
で
い
え
ば
、
東
日

本
な
ど
ひ
と
つ
の
地
域
の
、
製
造
で
い
え
ば

複
数
あ
る
工
程
の
ひ
と
つ
の
、
間
接
部
門
で

い
え
ば
人
事
、
総
務
と
い
っ
た
ひ
と
つ
の
機

能
の
責
任
者
に
あ
た
り
ま
す
。
部
下
の
数
は

少
な
い
人
で
10
人
、
多
い
人
で
1
0
0
人
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
H
O
Y
A
の
課
長
は
自
ら

も
一
線
で
働
く
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

悩
ま
し
い
原
因
も
あ
り
ま
す
。
当
社
も
そ
の

傾
向
が
強
く
、
仕
事
の
難
易
度
と
肩
書
き
は

関
係
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

チ
ー
ム
で
や
ろ
う
が
、
個
人
で
や
ろ
う
が
、

と
に
か
く
早
く
仕
事
の
結
果
を
出
す
こ
と
が

優
先
と
い
う
雰
囲
気
な
の
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
よ
り
プ
レ
イ
ン
グ
の
ほ
う
が
尊
ば
れ
る
。

部
下
に
や
ら
せ
る
よ
り
は
自
分
で
や
っ
て
し

ま
お
う
、
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

文
鎮
型
組
織
は
効
率
と
い
う
面
で
は
と
て

も
優
れ
た
組
織
で
す
。
し
か
し
、
大
き
な
変

化
が
起
き
た
場
合
、
そ
れ
に
う
ま
く
対
応
で

き
な
い
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
仕
事

の
効
率
と
変
化
へ
の
対
応
力
を
両
立
さ
せ
る

に
は
、
課
長
、
係
長
と
い
う
制
度
は
あ
っ
て

も
、
そ
れ
に
寄
り
か
か
る
こ
と
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
仕
事
の
範
囲
と
責
任
を
明
確
に

し
、
そ
れ
に
応
じ
て
き
っ
ち
り
処
遇
し
て
い

く
と
い
う
人
事
の
根
本
に
立
ち
戻
る
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

要
素
が
大
変
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
道
芸

に
た
と
え
る
な
ら
、よ
り
多
く
の
ボ
ー
ル
を
、

よ
り
速
く
、
よ
り
華
麗
に
廻
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
ジ
ャ
グ
ラ
ー
で
す
。

悩
ま
し
い 

効
率
と
変
化
対
応
の
両
立

　

と
こ
ろ
が
現
在
、
ひ
と
つ
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
課
長
が
忙
し
す
ぎ
て
、
自
分

の
部
下
で
あ
る
係
長
ク
ラ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
な
か
な
か
手
が
回
ら
な
い
よ
う
な
事
態

が
起
き
て
い
る
の
で
す
。
製
造
担
当
の
課
長

を
例
に
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
工
場
は
日
本

国
内
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
り
、
し

か
も
複
数
カ
所
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
出
張

ば
か
り
で
、
殺
人
的
な
忙
し
さ
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
ま
け
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
対
象
は
工
場
長
以
下
、
も
ち
ろ
ん
外
国

人
ば
か
り
で
す
。
し
か
も
仕
事
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
同
時
並
行
的
に
多
く
の
仕
事
を

こ
な
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
態
を
変
え
る
こ
と
は
実
は
大
変
難

し
い
。
単
に
ポ
ス
ト
の
数
を
増
や
せ
ば
足
り

る
話
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
原
因
の
ひ
と
つ

に
、
部
長
レ
ベ
ル
で
は
責
任
と
権
限
が
非
常

に
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
課
長
と
係
長

で
は
そ
れ
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
さ
え
明
確
に
で

き
れ
ば
、
課
長
は
自
分
の
業
務
の
一
部
を
部

下
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

 

「
で
き
る
人
に
仕
事
が
集
中
す
る
」
と
い
う

3

ま
ず
事
業
。そ
の
後
に
組
織
が
あ
る
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戦
前
の
日
本
軍
は
5
つ
の
階
層
で
成
り
立

っ
て
い
ま
し
た
。
現
場
の
兵
、
そ
の
上
の
下

士
官
（
曹
長
、軍
曹
、伍
長
＝
陸
軍
の
場
合
）、

さ
ら
に
尉
官
、
佐
官
が
い
て
、
一
番
上
に
い

た
の
が
将
官
で
す
。
企
業
組
織
に
な
ぞ
ら
え

ま
す
と
、
尉
官
、
佐
官
が
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ

ー
で
課
長
、
部
長
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
う
ち
、
文
句
な
く
優
秀
で
強
か
っ
た
の
が

下
士
官
で
す
。
多
く
は
現
場
の
叩
き
上
げ
組

で
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
力
は
大
変
な

も
の
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
い
を
指

揮
す
る
尉
官
、
佐
官
の
能
力
は
低
か
っ
た
よ

う
で
す
。
多
く
は
陸
軍
大
学
や
海
軍
兵
学
校

な
ど
を
経
て
、
一
足
飛
び
に
昇
進
し
た
エ
リ

ー
ト
た
ち
で
す
。

　

1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
5
月
に
旧
満
州

と
ソ
連
の
支
配
下
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
と
の

国
境
で
起
き
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
の
際
、
ソ

連
側
の
指
揮
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
（
当
時

は
大
将
、
後
に
元
帥
）
と
い
う
軍
人
が
「
日

本
の
下
士
官
と
兵
は
非
常
に
勇
敢
で
強
い
の

に
、佐
官
級
は
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
無
能
な
の
か
」

と
自
伝
で
書
い
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

エ
リ
ー
ト
の
態
度
に
み
る 

彼
我
の
差

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
尉
官
、
佐
官
の
弱
さ

は
、
そ
の
40
年
前
に
起
こ
っ
た
日
露
戦
争
の

記
録
的
な
大
勝
利
に
酔
い
し
れ
て
し
ま
い
、

実
戦
を
知
ら
な
い
、
現
実
も
直
視
で
き
な
い

頭
で
っ
か
ち
の
エ
リ
ー
ト
が
大
量
生
産
さ
れ

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
、と
思
い
ま
す
。

当
時
、
ア
メ
リ
カ
と
矛
を
交
え
る
こ
と
が
い

か
に
無
謀
だ
っ
た
か
。
こ
の
頃
か
ら
各
種
年

鑑
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
情
報
で
す
が
、

日
本
を
1
と
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
人
口

は
2
、
国
土
面
積
は
15
、
G
N
P
も
12
、
石

油
生
産
量
（
輸
入
含
む
）
は
32
、
銑
鉄
の
生

産
量
は
20
、
自
動
車
の
生
産
台
数
が
53
倍
で

す
よ
。
圧
倒
的
な
国
力
差
で
す
。
こ
れ
だ
け

で
「
勝
て
っ
こ
な
い
」
と
素
人
目
に
も
明
ら

か
で
す
が
、
そ
れ
で
も
日
本
の
軍
人
か
ら
は

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
は
無
謀
だ
と
い
う
声
は

寂
と
し
て
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

エ
リ
ー
ト
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
だ

け
で
物
事
を
判
断
し
が
ち
で
す
。
ア
メ
リ
カ

や
イ
ギ
リ
ス
で
も
そ
う
で
す
が
、
民
主
主
義

国
だ
っ
た
た
め
か
、
両
国
に
は
た
と
え
軍
隊

で
あ
っ
て
も
、
民
間
人
に
耳
を
貸
そ
う
と
い

う
発
想
が
あ
り
ま
し
た
。
後
に
企
業
経
営
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

リ
サ
ー
チ
（
O
R
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
防
省

が
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
の
被
害
か
ら
輸
送
船
を

守
る
た
め
、
学
者
な
ど
の
民
間
人
に
研
究
を

委
託
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
数
学
と
統

計
学
を
応
用
し
た
こ
の
研
究
の
お
か
げ
で
、

輸
送
船
の
損
失
は
40
％
近
く
も
減
少
し
ま
し

た
。
軍
部
が
直
面
す
る
課
題
を
隠
さ
ず
に
提

示
し
、
民
間
の
頭
脳
集
団
に
そ
の
解
決
を
依

日
本
軍
の
小
失
敗
に
学
べ

ア
ジ
ア
各
地
と
太
平
洋
を
巡
っ
て
行
わ
れ
た
先
の
悲
惨
な
大
戦
が
終
わ
り
、
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
た
。
全
世
界
で
1
0
0
0
万
人
と
い
わ
れ
る
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
は
敗
戦
国
と
な
っ
た
。『
日
本
軍
の
小
失
敗
の
研
究
』（
光
人
社
）と
い
う
書
物
が
あ
る
。
日
本
軍
と
い
う
巨
大
組
織
の
中
で

積
み
重
ね
ら
れ
た
小
失
敗
を
分
析
し
た
好
著
だ
。
小
失
敗
＝
日
本
軍
に
お
け
る
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
失
敗
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。

著
者
の
三
野
氏
が
強
調
す
る
、
日
本
軍“
最
大
の
小
失
敗
”は「
専
門
家
絶
対
の
思
想
に
と
ら
わ
れ
た
こ
と
」だ
。

三
野
正
洋
氏
（
日
本
大
学
生
産
工
学
部
助
教
授
、
作
家
）

頼
す
る
な
ん
て
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
し
た
。
日
本
の
軍
人
の
姿
勢
は
常
に

こ
う
で
し
た
。
素
人
に
何
が
わ
か
る
か
。

嵐
の
海
で
も
手
旗
信
号
？ 

勝
つ
た
め
の
技
術
が
不
在

　

日
本
軍
は
技
術
投
資
に
も
失
敗
し
ま
し

た
。
海
戦
と
な
る
と
数
キ
ロ
離
れ
た
船
と
船

の
間
で
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

敵
に
傍
受
さ
れ
る
の
で
通
常
の
無
線
は
使
え

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
開
発
し
た

の
が
、
波
長
が
極
め
て
短
く
、
傍
受
が
不
可

能
な
T
S
B
と
呼
ば
れ
る
無
線
で
し
た
。
対

す
る
日
本
軍
が
使
っ
た
の
は
昔
な
が
ら
の
手

旗
信
号
と
発
光
信
号
で
す
。
ど
ん
な
荒
れ
模

様
の
海
で
も
、
味
方
の
船
に
「
潜
水
艦
が
来

た
ぞ
」
と
手
と
光
で
合
図
す
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
。
日
露
戦
争
の
と
き
は
ま
る
で
反

対
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
の
マ
ル
コ
ー
ニ
が

時
代
の
証
言
②
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将
校

准
士
官

下
士
官

兵

将
官

佐
官

尉
官

大
将

中
将

少
将

大
佐

中
佐

少
佐

大
尉

中
尉

少
尉

特
務
曹
長

曹
長

軍
曹

伍
長

上
等
兵

一
等
兵

二
等
兵

親
任
官

勅
任
官

奏
任
官

判
任
官
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みの・まさひろ
19�2年生まれ。日本大学
生産工学部卒業後、大
手造船会社で機関開発に
従事。研究テーマは空気
力学。戦史、兵器関連の
書物を多数執筆し、『日本
軍の小失敗の研究』（光
人社）がロングセラーに。

『五発の原爆』（潮文社）ほ
か、シミュレーション戦記作
家という顔も持つ

無
線
電
話
を
発
明
し
た
の
が
1
8
9
8
年

で
、
1
9
0
5
年
の
日
本
海
海
戦
で
は
日
本

海
軍
の
す
べ
て
の
軍
艦
に
は
無
線
が
備
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
世
界
一
強
か
っ
た
イ
ギ

リ
ス
海
軍
よ
り
も
す
ば
や
い
行
動
で
す
。
ロ

シ
ア
側
は
相
変
わ
ら
ず
手
旗
信
号
で
し
た
か

ら
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
り
日
本
海
海
戦

を
制
し
た
の
は
無
線
電
話
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
40
年
が
経
過

し
た
先
の
大
戦
で
、
な
ぜ
日
本
の
電
波
技
術

が
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

海
軍
の
場
合
、
最
先
端
で
使
わ
れ
る
兵
器

の
開
発
だ
け
に
懸
命
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。
例
え
ば
当
時
、
世
界
一
大
き
な
大
砲

を
積
ん
だ
戦
艦
大
和
で
す
。
大
艦
巨
砲
主
義

は
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
の
に
海
軍
が
意

地
を
張
っ
て
開
発
し
た
の
で
す
。
も
う
ひ
と

つ
が
魚
雷
で
す
。
開
戦
当
時
、
日
本
の
魚
雷

の
性
能
は
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
、
魚
雷
を
恐
れ
た
敵

が
日
本
の
艦
隊
か
ら
離
れ
て
戦
う
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
命
中
率
が
大
き
く
低
下
し
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
違
い
ま
し
た
。
命
中

率
を
高
め
る
た
め
、
相
手
の
音
に
向
か
っ
て

い
く
誘
導
魚
雷
を
発
明
し
た
の
で
す
。
日
本

軍
は
そ
う
い
う
発
想
を
つ
い
に
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
誘
導
装
置
が
開

発
さ
れ
な
い
か
ら
、
人
間
そ
の
も
の
が
誘
導

装
置
に
な
っ
て
魚
雷
ご
と
敵
艦
に
体
当
た
り

す
る
回
天
の
よ
う
な
兵
器
で
対
抗
す
る
し
か

な
か
っ
た
。
実
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
す
。

　

私
が
心
配
す
る
の
は
現
在
の
自
衛
隊
に
も

悪
し
き
伝
統
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
戦

闘
機
や
戦
車
と
い
っ
た
前
方
に
展
開
す
る
兵

器
は
か
な
り
高
性
能
で
、
数
も
揃
っ
て
い
る

の
に
、
後
方
で
輸
送
を
担
当
す
る
ト
ラ
ッ
ク

部
隊
が
貧
弱
で
数
も
足
り
な
い
。
昔
も
今
も

日
本
軍
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス（
補
給
体
制
）

は
脆
弱
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
異
論
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い 

風
通
し
が
極
め
て
悪
い
組
織

　

戦
前
、
戦
車
の
開
発
チ
ー
ム
に
お
ら
れ
た

方
か
ら
最
近
、
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
日

本
の
戦
車
が
い
か
に
時
代
遅
れ
の
代
物
だ
っ

た
か
は
、
自
身
が
戦
車
兵
だ
っ
た
司
馬
遼
太

郎
さ
ん
が
書
い
て
い
ま
す
か
ら
有
名
な
話
で

す
。
手
紙
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
技
術
大
尉
だ

っ
た
そ
の
方
の
上
司
が
欧
米
視
察
か
ら
帰
国

し
、
玩
具
の
よ
う
な
既
存
の
戦
車
で
世
界
に

勝
て
る
わ
け
が
な
い
こ
と
を
上
層
部
に
進
言

し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
梨
の
つ

ぶ
て
。
最
後
は
「
精
神
病
を
抱
え
て
い
る
」

と
い
う
理
由
で
、開
発
チ
ー
ム
か
ら
外
さ
れ
、

左
遷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
み
ん
な

が
「
お
か
し
い
」
と
薄
々
感
じ
て
い
る
こ
と

で
も
、
上
の
人
の
意
見
に
は
逆
ら
え
な
い
。

そ
の
典
型
が
戦
前
の
日
本
軍
で
し
た
。

　

こ
う
い
う
日
本
の
組
織
の
悪
し
き
面
は
今

で
も
脈
々
と
残
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
日
本

の
航
空
会
社
で
は
、
同
じ
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
も

機
長
と
副
操
縦
士
の
間
で
は
天
と
地
ほ
ど
も

身
分
が
違
い
ま
す
。
現
場
で
、「
こ
の
仕
事

は
こ
こ
が
お
か
し
い
。
こ
こ
を
直
し
た
い
」

と
い
う
改
革
の
ア
イ
デ
ア
を
一
番
豊
富
に
持

っ
て
い
る
の
は
副
操
縦
士
で
す
。と
こ
ろ
が
、

そ
れ
を
上
司
で
あ
る
機
長
に
具
申
し
て
も
、

「
お
前
は
ま
だ
副
操
縦
士
じ
ゃ
な
い
か
。
言

い
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
機
長
に
な
っ
て

物
申
せ
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
う
。
い
ざ
機
長

に
な
る
と
、
労
働
者
で
は
な
く
使
用
者
側
の

人
間
に
な
る
の
で
保
守
化
し
、「
今
の
ま
ま

で
い
い
」
と
な
る
。
日
本
航
空
が
あ
れ
ほ
ど

悪
く
な
っ
た
背
景
に
、
こ
う
い
う
事
情
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
軍
の
失
敗
か
ら
、
現
在
の
企
業
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。
専
門
に
閉

じ
こ
も
る
な
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
常

に
ア
ン
テ
ナ
を
広
く
張
り
、
何
で
も
幅
広
く

吸
収
す
る
。
自
分
を
含
め
て
、
専
門
家
と
い

う
人
た
ち
を
絶
対
視
し
な
い
一
方
で
、
自
分

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
分
野
の
意
見
に
は
真

摯
に
耳
を
貸
す
。「
自
分
は
常
に
正
し
い
。

将
来
を
正
確
に
予
見
し
、
か
つ
幅
広
い
視
野

を
持
っ
て
い
る
」
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
負
す

る
組
織
に
未
来
は
な
い
の
で
す
。

【図表】陸軍軍人の階級の基本（昭和6〜15年の兵科）

出典：『事典 昭和戦前期の日本 制度と実態』（百瀬 孝、吉川弘文館）の317ページの記述をも
とに作成

時代の証言②
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2
章

文
・
構
成  

内
田
美
代
子
（
本
誌
）

日
常
の
場
で
の
O
J
T
に
始
ま
り
、
管
理
者
研
修
、
M
B
A
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
方
法
は
多
々
存
在
す
る
が
、

果
た
し
て
有
効
な
方
法
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
こ
で
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
仕
事
の
本
質
を
正
確
に
見
極
め
た
上
で
、
そ
の
機
能
の
強
化
に

焦
点
を
当
て
た
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。 マ

ネ
ジ
ャ
ー

を
育
て
る
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優
秀
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
ど
ん
な
資
質
を

備
え
た
人
材
か
。
人
々
は
常
に
こ
の
問
い
に

関
心
を
寄
せ
、
多
く
の
人
が
優
秀
な
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
持
つ
べ
き
資
質
の
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
き
た
。
ど
の
リ
ス
ト
も
数
個
の
項
目
を
挙

げ
て
い
る
が
、
作
成
者
に
よ
っ
て
そ
の
項
目

は
異
な
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
項
目
を
網
羅

す
る
総
集
編
を
作
っ
て
み
る
と
、
数
十
個
も

の
項
目
が
並
ん
だ
。
し
か
し
優
れ
た
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
こ
れ
ら
の
特
徴
す
べ
て
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ス

ー
パ
ー
マ
ン
だ
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。

　

ど
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
理
想
的
な
姿
か
ら
か

け
離
れ
て
い
る
の
が
現
実
だ
。
そ
う
で
あ
れ

ば
欠
陥
が
あ
っ
て
も
致
命
的
に
な
ら
ず
、
十

分
な
業
績
を
残
せ
る
人
が
有
能
な
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
い
え
そ
う
だ
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に 

必
要
な
3
要
素

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
正
し
い
育
て
方
を
考
え
る

前
に
、
ま
ず
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
に

つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

は
「
唯
一
の
最
善
な
方
法
・
解
答
」
な
ど
は

な
く
、
そ
の
時
に
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て

個
別
の
判
断
が
迫
ら
れ
る
実
践
の
仕
事
で
あ

る
。
だ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
成
功
す
る
に

は
「
ア
ー
ト
（
直
観
）」「
サ
イ
エ
ン
ス
（
分

析
）」「
ク
ラ
フ
ト
（
経
験
か
ら
学
ぶ
技
）」

の
3
つ
が
揃
う
必
要
が
あ
る
と
私
は
考
え

る
。
ア
ー
ト
は
創
造
性
を
後
押
し
し
、
直
観

と
ビ
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
す
。
サ
イ
エ
ン
ス
は

体
系
的
な
分
析
と
評
価
を
通
じ
て
秩
序
を
、

そ
し
て
ク
ラ
フ
ト
は
、
経
験
を
基
礎
に
実
用

性
を
与
え
る
。

　

こ
れ
ら
3
つ
の
う
ち
ど
れ
か
1
つ
に
集
中

し
す
ぎ
る
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
不
健
全
な

状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ア
ー
ト
一
筋
で
あ

れ
ば
洞
察
力
に
優
れ
て
い
る
が
、
時
と
し
て

ア
ー
ト
の
た
め
の
ア
ー
ト
を
追
求
し
自
己
陶

酔
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
一
本

槍
に
な
る
と
頭
脳
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
生

ま
れ
る
が
、
同
時
に
と
て
も
計
算
高
く
な
り

人
間
性
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。
ク
ラ
フ
ト
一

辺
倒
は
常
に
熱
意
に
溢
れ
る
が
、
経
験
し
て

い
な
い
こ
と
に
は
踏
み
出
そ
う
と
し
な
い
た

め
退
屈
に
な
り
が
ち
で
あ
る
（
図
表
1
）。

　

3
つ
の
う
ち
2
つ
を
備
え
て
い
て
も
不
十

分
で
あ
る
。ア
ー
ト
と
ク
ラ
フ
ト
だ
け
で
は
、

サ
イ
エ
ン
ス
の
体
系
的
な
分
析
を
欠
く
た

め
、
無
秩
序
型
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
生
み
、

組
織
力
に
欠
け
て
し
ま
う
。
サ
イ
エ
ン
ス
と

ク
ラ
フ
ト
だ
け
で
は
、
ア
ー
ト
の
創
造
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
た
め
、
精
神
性
が
な
く
気

力
に
欠
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
サ
イ
エ
ン
ス

と
ア
ー
ト
だ
け
で
は
ク
ラ
フ
ト
の
経
験
が
な

い
た
め
、
現
実
と
の
つ
な
が
り
を
失
い
、
地

に
足
の
つ
か
な
い
非
人
間
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
な
さ
れ
か
ね
な
い
の
だ
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
成
功
し
て
い
る
組
織

は
、
こ
れ
ら
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が

上
手
だ
。
必
ず
し
も
ひ
と
り
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
3
つ
の
要
素
す
べ
て
を
持
つ
必
要
は
な

く
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
お
互
い
に
補
完

し
あ
え
れ
ば
い
い
の
だ
。
た
だ
し
、
ど
こ
で

M
B
A
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
滅
ぼ
す

経
営
学
の
泰
斗
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
す
る
。

ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
氏
は
、
理
論
偏
重
の
M
B
A
教
育
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
誤
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い
る
と
喝
破
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
の
は
、

ア
ー
ト
、
サ
イ
エ
ン
ス
、
ク
ラ
フ
ト
の
3
要
素
だ
と
し
、
そ
の
育
成
に
は
、
本
人
の
経
験
を
活
用
す
る「
経
験
か
ら
の
省
察
」が
有
効
だ
と
主
張
す
る
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
氏
（
カ
ナ
ダ
・
マ
ギ
ル
大
学
教
授
）　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
デ
ビ
ッ
ト
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
氏
（
人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

ヘンリー・ミンツバーグ
Henry Mintzberg
1939年カナダ生まれ。専門は、
マネジメントのあり方と組織形態、
戦略策定プロセスといったマネジ
メント全般。マギル大学工学部
卒業、MITでMBAを取得、MIT
スローン経営大学院で博士号取
得。2000年に米国経営学会か
ら優秀研究者に選ばれるなど、
最も影響力のある経営学者のひ
とりである。著書に『マネジャーの
仕事』（白桃書房）、『戦略サファ
リ』（東洋経済新報社）など多数。
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バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
適
切
か
は
状
況
に
よ

っ
て
異
な
る
。
組
織
の
立
ち
上
げ
の
際
に
は

先
見
性
が
必
要
だ
か
ら
、ア
ー
ト
が
重
要
だ
。

大
量
生
産
型
の
事
業
組
織
な
ら
秩
序
と
計
画

が
必
須
に
な
る
た
め
サ
イ
エ
ン
ス
が
重
視
さ

れ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
仕
事
で
、
実
験

を
繰
り
返
す
中
で
問
題
解
決
が
迫
ら
れ
る
と

き
に
は
、ク
ラ
フ
ト
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

B
B
C
（
英
国
放
送
協
会
）
が
制
作
し
た

作
品
の
中
に
、
D
N
A
の
構
造
解
析
を
テ
ー

マ
に
し
た
素
晴
ら
し
い
映
画
が
あ
る
。
こ
の

映
画
の
中
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
（
ア

メ
リ
カ
の
遺
伝
学
者
）
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
す
べ
て
が
夢
想
と
想

像
的
な
ア
イ
デ
ア
に
溢
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ク
リ
ッ
ク
（
イ
ギ
リ
ス
の
生
物
学
者
）

は
真
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
で
、
い
つ
も
模
型
ば

か
り
作
っ
て
い
た
。
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
化
学
者
）
は
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
、
計
画
性
と
秩
序
に
富

ん
で
い
た
。
彼
ら
の
姿
か
ら
い
え
る
の
は
、

彼
ら
は
単
独
で
は
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
3
人
が
協
力
し
て
初
め

て
D
N
A
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
。
た
く
さ
ん
の
偉
大
な
組
織
の
成
功

秘
話
に
は
、
同
じ
よ
う
な
事
例
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ク
ラ
フ
ト
中
心
の
日
本 

サ
イ
エ
ン
ス
傾
倒
の
ア
メ
リ
カ

　

ア
ー
ト
、
ク
ラ
フ
ト
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
バ

ラ
ン
ス
は
国
ご
と
に
も
違
い
が
あ
り
、
日
本

は
ク
ラ
フ
ト
よ
り
で
詳
細
に
こ
だ
わ
る
傾
向

を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

一
方
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
り
方
に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
過
度
に
分
析
的
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
原

因
は
M
B
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
偏
重
に
あ
る
と

私
は
見
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、

本
当
は
ハ
イ
テ
ク
オ
タ
ク
な
の
に
自
分
は
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
た
ち

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
彼
ら
は
自
分
が

素
晴
ら
し
い
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
い
る
た
め
、
分
析
家
よ
り
も
や
っ
か

い
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
例
は
A
O
L
と
タ

イ
ム
ワ
ー
ナ
ー
を
合
併
さ
せ
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ケ
ー
ス
氏
、
コ
ン
パ
ッ
ク
を
買
収
し
た

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
の
カ
ー
リ
ー
・

フ
ィ
オ
リ
ー
ナ
氏
だ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
真
の
リ
ー
ダ
ー
の
姿
を
示
し
た
の
は
ア
ッ

プ
ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
ぐ
ら
い

だ
ろ
う
。
彼
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
過
ぎ
る
く

ら
い
で
あ
る
。

分
析
者
を
作
り
出
す 

ア
メ
リ
カ
型
M
B
A

　

私
は
著
書
『
M
B
A
が
会
社
を
滅
ぼ
す
』

（
日
経
B
P
社
、
2
0
0
6
年
発
行
）
で
、

M
B
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
創
出

に
お
い
て
最
悪
の
方
法
だ
と
指
摘
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
M
B
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
生
は

と
て
も
優
秀
な
分
析
者
に
な
る
の
で
あ
っ

て
、
│
│
彼
ら
は
そ
う
な
る
よ
う
に
訓
練
さ

れ
る
の
だ
が
│
│
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
た
め

の
訓
練
は
受
け
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

M
B
A
に
は
問
題
が
2
つ
あ
る
。1
つ
は
、

M
B
A
に
興
味
を
持
つ
人
は
、
組
織
の
頂
点

に
早
く
上
り
た
い
と
思
う
傾
向
に
あ
る
こ
と

だ
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
よ
い
マ
ネ
ジ
ャ
ー
向

き
で
は
な
い
。
2
つ
目
は
、
M
B
A
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
質
に
つ
い
て
、

学
生
を
誤
っ
た
方
向
に
導
い
て
い
る
こ
と

だ
。
学
生
た
ち
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ビ
ジ
ネ

ス
の
深
い
理
解
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
教
え

ら
れ
ず
、
何
か
一
般
的
な
も
の
だ
と
信
じ
込

む
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
。
顧
客
に
会
う

こ
と
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
こ
と
も

な
く
、
20
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

を
読
ん
だ
だ
け
で
決
断
を
下
す
よ
う
訓
練
さ

れ
て
い
る
の
だ
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
読
ん

だ
後
、「
こ
ん
な
限
ら
れ
た
情
報
だ
け
で
判

断
を
下
す
な
ん
て
馬
鹿
げ
て
い
る
」
と
言
お

う
も
の
な
ら
彼
・
彼
女
は
そ
の
ク
ラ
ス
を
落

第
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
M
B
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
分
析
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
意
思
決
定
の
能
力

を
高
め
る
こ
と
を
主
た
る
狙
い
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
彼
ら
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
サ

イ
エ
ン
ス
と
み
な
し
て
い
る
た
め
、
M
B
A

で
学
ぶ
の
は
個
別
の
文
脈
に
即
し
た
意
思
決

定
と
い
う
よ
り
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
意
思

決
定
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
サ
イ
エ
ン
ス
で
も
、
専
門
技
術
で
も
な

い
。
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
無
数

の
知
識
は
、
実
際
の
経
験
を
通
じ
て
し
か
学

べ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

実
務
経
験
の
あ
る
学
生
は
、
M
B
A
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
に
触

【図表1】マネジメントスタイルの三角形

出所：図表はいずれもミンツバーグ氏の資料より作成
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修了証書
16カ月

学位
＋6カ月

＝チュータリング

ランカスター大学
2週間

Ⅰ
内省

省察
レポート ⅠＴ

Ｔ

マギル大学
2週間

Ⅱ
分析

省察
レポート ⅡＴ

インド
2週間

Ⅲ
世間知

省察
レポート ⅢＴ

日本・韓国
2週間

Ⅳ
協働

省察
レポート ⅣＴ

ＩＮＳＥＡＤ
2週間

Ⅴ
実行

省察
レポート ⅤＴ
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れ
る
こ
と
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ら
れ
る
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
務
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
務
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財

務
、
会
計
と
い
っ
た
個
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
総

和
で
は
な
い
の
だ
。
実
際
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
組
み
立
て
家
具
と
い
う
よ
り
レ
ゴ
の
積

み
木
に
似
て
い
る
。
し
か
も
レ
ゴ
の
組
み
立

て
方
に
は
際
限
な
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
面
白
い
も
の
を
作
る
に
は
時
間
が
か
か

る
も
の
な
の
だ
。

出
来
事
の
意
味
を
理
解
し
て 

初
め
て
経
験
に
な
る

　

私
は
、
あ
る
べ
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の

姿
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま
ず
対
象

は
現
役
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
限
定
す
る
。
教
室
で

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
育
成
で
き
な
い
が
、
既
に
マ

ネ
ジ
ャ
ー
職
に
就
い
て
い
る
人
は
教
室
で
成

長
で
き
る
か
ら
だ
。
次
に
、
教
室
で
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
経
験
を
活
用
す
る
。
現
役
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
経
験
は
、
数
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て

情
報
が
詰
め
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
以
上
に
、
教

室
を
豊
か
な
学
習
の
場
に
変
え
る
力
を
持
っ

て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
理
論
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
分
の
経
験
を
理
解

す
る
の
に
役
立
つ
優
れ
た
理
論
は
教
え
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
学
習
の
中
核
を
な
す
の
は
、
私
が

「
経
験
に
基
づ
く
省
察
」
と
呼
ぶ
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
。
省
察
と
は
、
た
だ
漫
然
と
物
思
い
に

ふ
け
る
こ
と
で
は
な
い
。
検
討
、
調
査
、
分

析
、
総
合
、
結
合
を
通
じ
て
、「
あ
る
出
来

事
の
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
じ
っ
く
り
慎

重
に
考
え
る
」
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
出
来
事
の
意
味
を
理
解
し
て
初

め
て
経
験
と
呼
べ
る
の
だ
。
今
の
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
必
要
な
の
も
、
落
ち
着
い
た
環
境
で
出

来
事
を
省
察
し
、
経
験
と
呼
べ
る
も
の
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。

5
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を 

基
礎
に
持
つ
I
M
P
M

　

こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
、
実
際
に
私
が

1
9
9
6
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
I
M
P
M

（International M
asters Program

 in 
Practicing M

anagem
ent

：
国
際
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
務
修
士
課
程
）
で
あ
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
参
加
者
は
主
に
35
歳
か
ら
45
歳
の
中

間
管
理
職
以
上
の
人
た
ち
で
、
学
生
の
数
は

約
35
名
。
日
本
を
は
じ
め
イ
ン
ド
、
韓
国
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
世
界
中
の
企
業

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

I
M
P
M
で
は
、
文
脈
に
即
し
た
判
断
力

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
（
テ
ー
マ
、

仕
事
、
会
社
、
環
境
）
に
つ
い
て
、
も
っ
と

深
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
ま

た
単
に
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
優
秀
な
だ
け
で

な
く
、
世
間
の
事
情
に
通
じ
、
思
慮
深
く
魅

力
的
な
人
物
を
育
て
る
こ
と
を
試
み
て
い

る
。
た
だ
し
私
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を

む
し
ろ
否
定
し
て
い
る
。
目
指
す
の
は
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
ル
ー
ツ
を
損
な
わ

ず
に
、
異
な
る
文
化
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
だ
。
I
M
P
M
が
育
て
よ
う
と
し

て
い
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー

で
は
な
く
、
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

　

I
M
P
M
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
16
カ
月
の

間
に
2
週
間
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
5
回
行
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
世
界
5
カ
国
で

開
催
さ
れ
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ

5
つ
の
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
を
軸
に
し
た

活
動
を
行
う
（
図
表
2
）。

　

こ
こ
で
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
は
、
省

察
の
方
向
を
決
め
る
心
の
持
ち
よ
う
や
態
度

の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
も
の
の
見
方
と
も

い
え
る
。
優
秀
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
践
に
お
い
て
次
の
5
つ
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
人
物
だ

と
私
は
考
え
て
い
る
。
5
つ
と
は
、
内
省
す

る
能
力
、
分
析
的
な
思
考
、
広
い
世
間
知
、

協
力
的
な
姿
勢
、
そ
し
て
高
い
実
行
力
で
あ

る
。
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容
は
、
こ
の
5
つ

を
そ
れ
ぞ
れ
土
台
に
し
て
構
成
し
て
い
る
。

　

最
初
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、「
内
省
」
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
こ

こ
で
参
加
者
は
内
省
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
ん
だ
後
に
、
自
分
の
働
き
方
や
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
、
自
分
の
周
り
で
起
き
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
実
際
に
内
省
す
る
。「
内
省
す
る

（reflect

）」
と
い
う
英
単
語
の
語
源
は
、「
折

り
曲
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
ず

内
面
に
着
目
し
、
次
に
外
面
に
目
を
向
け
る

こ
と
で
、
見
慣
れ
た
物
事
を
別
の
角
度
か
ら

見
る
こ
と
を
試
み
る
。

【図表2】ＩＭＰＭプログラムの構造
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（
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
お
互
い
が
直
面
し
た
問

題
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
挑
む
、
比
較
的
短
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
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2
番
目
の
「
分
析
」
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は

組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
分
析

方
法
を
学
ん
だ
後
に
、
組
織
の
中
で
分
析
が

ど
の
よ
う
に
応
用
さ
れ
る
か
を
探
究
す
る
。

3
番
目
の
「
世
間
知
」
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
ち
は
自
分
の
グ
ル
ー
プ
や
組

織
が
ど
う
い
う
環
境
の
中
で
機
能
し
て
い
る

か
を
、
広
い
視
野
で
見
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
ぶ
。
こ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
文
化
や
政
治

に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
4
番
目
の
「
協
働
」

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
人
間
関
係
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
扱
う
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
上
司
や
部

下
、
同
僚
、
仕
入
先
や
顧
客
、
監
督
機
関
な

ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
築
き
、
彼
ら
と
協

力
し
て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
発
想
が

不
可
欠
だ
と
学
ぶ
。　

　

最
後
は
「
実
行
」
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。
変

革
の
導
入
に
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
自
分
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
革
の
主
体
と
な
り
、

他
の
4
つ
の
テ
ー
マ
（
自
己
、
文
脈
、
組
織
、

人
間
関
係
）
を
包
括
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
ぶ（
図
表
3
）。

　

な
お
第
3
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
第
4
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
間
に
は
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
交
換
留
学
」
を

実
施
し
、
参
加
者
が
2
人
1
組
に
な
っ
て
お

互
い
の
職
場
で
1
週
間
過
ご
し
て
ペ
ア
の
相

手
の
仕
事
ぶ
り
を
観
察
す
る
。

概
念
、理
論
、事
例
、 

経
験
か
ら
学
ぶ

　

教
室
で
は
教
授
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
概
念

や
理
論
を
紹
介
し
、
学
生
た
ち
は
個
々
人
の

経
験
を
持
ち
寄
る
。
そ
し
て
理
論
と
経
験
が

ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
学
生
た
ち
は
省
察
を
行

う
。そ
の
結
果
は
実
際
の
仕
事
に
還
元
さ
れ
、

職
場
に
お
け
る
行
動
に
影
響
を
与
え
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
の
経
験
も
ま
た
教
室
で
の
省

察
の
対
象
に
な
る
の
だ
。

　

教
授
陣
の
役
割
は
、
洞
察
に
富
ん
だ
徹
底

し
た
省
察
を
で
き
る
よ
う
、
学
生
た
ち
の
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
引
き
出
し
、
理
論
と
個
人

的
体
験
を
結
び
つ
け
る
手
助
け
を
す
る
こ
と

だ
。
学
生
は
み
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
成
功

体
験
も
失
敗
の
経
験
も
持
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
学
生
た
ち
に
体
験
談
を
話
す
よ
う
促
せ

ば
、「
ど
う
や
っ
て
正
規
の
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ

ン
以
外
の
情
報
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
」「
ど

う
や
っ
て
顧
客
の
考
え
方
を
把
握
し
て
い
ま

す
か
」「
ど
う
や
っ
て
小
さ
な
変
化
の
積
み

重
ね
を
通
じ
て
大
き
な
変
革
を
成
し
遂
げ
て

い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
実
務
に
結
び
つ
い
た

質
問
が
発
せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
始

ま
る
の
だ
。

　

ま
た
I
M
P
M
で
は
、
50
対
50
の
ル
ー
ル

を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
授
業
時
間
の
半

分
を
学
生
に
譲
っ
て
、
学
生
た
ち
に
関
心
の

あ
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
よ
う
と
い
う
も
の

だ
。
つ
ま
り
教
室
で
な
さ
れ
る
の
は
、
教
授

主
体
の
「
教
育
」
で
は
な
く
、
学
習
者
主
体

の
「
学
習
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
I
M
P
M
の
教
育
方
法
に
科
学

的
な
根
拠
が
あ
る
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
、
富
士
通
、
松
下
電
器
、
国
際
赤
十

字
を
は
じ
め
韓
国
の
L
G
や
ド
イ
ツ
の
ル
フ

ト
ハ
ン
ザ
航
空
が
継
続
し
て
社
員
を
派
遣
し

て
い
る
こ
と
が
、
I
M
P
M
の
効
果
を
立
証

し
て
い
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
職
場
で 

お
互
い
の
経
験
か
ら
学
ぶ

　

I
M
P
M
は
限
ら
れ
た
人
数
し
か
受
講
で

き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
最
近
開
発
し
た
「
自

己
コ
ー
チ
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
た
い
。

事
の
発
端
は
私
の
息
子
か
ら
助
け
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
彼
が
勤
め
て
い
る
ハ
イ

テ
ク
企
業
で
は
、
技
術
職
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
ち

が
ビ
ジ
ネ
ス
の
急
激
な
変
化
に
つ
い
て
い
け

ず
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
。
彼
ら
に

I
M
P
M
を
勧
め
た
く
て
も
、
彼
ら
に
は
時

間
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
は
な
い
。

　

そ
こ
で
開
発
し
た
の
が
自
習
用
の
「
自
己

コ
ー
チ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
ち

は
週
に
一
度
昼
食
時
に
集
ま
り
、
自
己
コ
ー

チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
自
分
た
ち
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
能
力
を
開
発
す
る
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
が
提
供
し
た
の
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
と
な
る
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す

る
資
料
だ
け
で
あ
る
。
自
己
コ
ー
チ
に
は
ト

レ
ー
ナ
ー
も
進
行
役
も
、
教
授
も
存
在
し
な

い
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は
自
分
た
ち
だ
け
で
提

案
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
も
と
に
し

て
毎
日
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
問
題
に
つ
い

て
新
し
い
見
識
を
見
出
し
、
お
互
い
か
ら
学

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
I
M
P
M
の
中
核
と
な

る
学
習
の
哲
学
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
。

　

自
己
コ
ー
チ
は
大
勢
の
人
々
が
実
践
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
の
方
法
で
世
界
中
の
企
業
で

よ
り
よ
い
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
育
成
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。（
※
）

【図表3】マインドセットの枠組み
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I
M
P
M
設
立
時
か
ら
毎
年
数
名
の
社

員
を
派
遣
し
て
き
た
富
士
通
。
同
社
は
F

 
U
 

J
I
T
S
U
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
中
心
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
の
育
成
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
（
図
表
）。「
I
M
P
M
は
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
選
抜
教
育 

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
変
革
を
起
こ
す

場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
比

較
的
若
い
う
ち
か
ら
経
営
感
覚
を
磨
い
て

ほ
し
い
と
、
40
代
前
半
の
人
を
中
心
に
派 

遣
し
て
き
ま
し
た
」
と
F
U
J
I
T
S
U

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
所
長
代
理
の
加
藤 

真
氏

は
語
る
。
そ
れ
で
は
派
遣
者
た
ち
は
I
 M 

P
M
で
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
、
彼
ら
に
は

ど
ん
な
変
化
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

衝
撃
か
ら
始
ま
っ
た 

第
1
モ
ジ
ュ
ー
ル

 

「
頭
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
と
さ
れ
た
よ
う
だ
っ

た
」
と
第
1
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
参
加
し
た
と
き

の
衝
撃
を
、
村
本
徹
也
氏
（
ナ
レ
ッ
ジ
サ
ー

ビ
ス
部
部
長
、2
0
0
4
年
I
M
P
M
参
加
）

は
語
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
で
行

わ
れ
た
第
1
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
テ
ー
マ
は
「
内

省
」。
こ
こ
で
は
個
人
が
持
っ
て
い
る
既
成

概
念
を
解
き
放
つ
こ
と
を
目
指
し
、
呼
吸
法

の
訓
練
に
始
ま
り
、
産
業
革
命
当
時
の
紡
績

工
場
の
見
学
、
企
業
訪
問
な
ど
を
す
る
。

2
0
0
0
年
に
参
加
し
た
井
上
あ
ま
ね
氏

（
シ
ス
テ
ム
マ
イ
ク
ロ
事
業
部
長
代
理
）
は

次
の
よ
う
に
印
象
を
語
っ
た
。「
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単
に
場
が
提
供
さ
れ
た
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。し
か
し
約
30
人
の
参
加
者
は
、

2
週
間
も
職
場
を
離
れ
て
来
て
い
る
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
か
ら
学
ん
で
、
実
際
の
自
分

の
業
務
に
生
か
そ
う
と
す
る
意
識
が
非
常
に

高
い
。
自
ず
と
議
論
も
白
熱
し
ま
す
。
彼
ら

の
学
ぶ
こ
と
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
、
仕
事
へ

の
熱
意
に
は
強
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
」。

　

第
2
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
カ
ナ
ダ
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
の
マ
ギ
ル
大
学
で
行
わ
れ
る
。
テ
ー

マ
は
「
分
析
」。
こ
こ
で
は
財
務
会
計
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
組
織
論
と
い
っ
た
通
常

M
B
A
が
教
え
る
科
目
を
学
び
、
実
地
へ
の

応
用
に
議
論
は
進
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
最

小
限
の
ル
ー
ル
で
自
律
分
散
型
組
織
を
形
成

す
る
と
い
う
「
ミ
ニ
ス
ペ
ッ
ク
論
」
を
学
ぶ

と
、「
窓
拭
き
の
掃
除
担
当
者
で
も
、
お
客

様
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ら
、
責
任
を
持

っ
て
助
け
る
」
と
い
う
た
っ
た
ひ
と
つ
の
ル

ー
ル
が
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
の
サ
ー
ビ
ス
を

作
り
上
げ
て
い
る
、
と
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

当
て
は
め
ら
れ
、
そ
れ
で
は
「
自
社
の
ミ
ニ

ス
ペ
ッ
ク
は
何
か
」へ
と
議
論
は
発
展
す
る
。

毎
朝
の
日
課
や 

通
勤
方
法
の
彼
我
の
違
い

　

ま
た
カ
ナ
ダ
滞
在
中
の
印
象
的
な
出
来
事

と
し
て
、
井
上
氏
は
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
氏
の
自

宅
を
訪
ね
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
自
宅
の
前
に

は
湖
が
広
が
り
、
氏
は
毎
朝
湖
で
ひ
と
泳
ぎ

し
て
か
ら
、
大
型
の
四
駆
車
で
大
学
に
出
勤

す
る
と
い
う
。「
一
方
で
多
く
の
日
本
人
は
、

1

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
5
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
教
授
が
提
案
す
る
理
想
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
を
実
践
す
る
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た

I
M
P
M
（
国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
修
士
課
程
）。
富
士
通
は
I
M
P
M
開
講
時
か
ら
現
在
ま
で
社
員
を
派
遣
し
続
け
て
お
り
、

総
派
遣
者
数
は
30
名
を
超
え
る
。
経
験
か
ら
の
省
察
を
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
採
用
す
る
I
M
P
M
で
、

参
加
者
は
何
を
感
じ
、
何
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
同
社
は
I
M
P
M
派
遣
の
成
果
を
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

毎
朝
満
員
の
電
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
毎

朝
の
日
課
や
出
勤
方
法
の
違
い
は
、
仕
事
の

質
に
ど
れ
だ
け
の
差
を
生
み
出
す
の
で
し
ょ

う
か
。
自
分
た
ち
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
競
っ
て
い

る
相
手
は
こ
う
し
た
世
界
に
い
る
の
だ
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
」（
井
上
氏
）。

　

こ
う
し
た
世
界
各
国
の
状
況
を
見
聞
き

し
、
体
験
す
る
の
が
I
M
P
M
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
3
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開

催
国
、
イ
ン
ド
で
も
続
く
。
テ
ー
マ
は
「
世

間
知
」。
理
想
論
を
超
え
て
、
置
か
れ
た
現

実
の
文
脈
の
中
で
い
か
に
自
分
の
意
志
を
貫

く
か
を
取
り
上
げ
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
生
産

性
向
上
を
目
指
す
鉄
工
所
と
そ
の
周
辺
に
広

が
る
ス
ラ
ム
街
を
見
学
し
、
子
供
た
ち
も
働

く
シ
ル
ク
工
場
と
親
の
い
な
い
子
供
た
ち
が

生
活
し
て
い
る
施
設
を
訪
問
し
た
。
こ
う
し

た
現
実
の
世
界
を
見
る
こ
と
で
、「
子
供
た

ち
が
生
き
て
い
く
に
は
違
法
な
労
働
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
利
益
を
追
求
す
る

産
業
の
構
造
が
問
題
な
の
か
。
企
業
は
何
の

た
め
に
存
在
す
る
の
か
。
企
業
で
働
く
人
は

I
M
P
M
参
加
レ
ポ
ー
ト
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何
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
自
分
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
知
的
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
ど
う
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
疑
問

は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
ま
し
た
」
と
井
上
氏
は

語
る
。
ま
た
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
あ
る
I
T
企

業
の
訪
問
で
、
知
的
な
労
働
ま
で
イ
ン
ド
に

持
っ
て
い
か
れ
て
い
る
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
た
村
本
氏
は
、「
日
本
の
競
争
優
位
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
帰

っ
て
き
た
」
と
い
う
。

慣
れ
親
し
ん
だ
日
本
を 

再
発
見
し
た
第
4
モ
ジ
ュ
ー
ル

　

第
4
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
「
協
働
」
を
テ
ー
マ

に
日
本
の
東
京
、金
沢
と
韓
国
で
行
わ
れ
る
。

面
白
い
の
は
、
小
学
校
の
訪
問
で
日
本
人
に

は
懐
か
し
い
光
景
が
、
外
国
人
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
と
っ
て
は
驚
き
の
連
続
と
な
っ
た
こ
と

だ
。「
生
徒
が
掃
除
し
、
み
ん
な
黄
色
い
帽

子
を
か
ぶ
り
、
廊
下
の
片
側
を
歩
い
て
い

る
！
」。「
み
ん
な
一
緒
に
」
と
い
う
意
識
は

小
学
生
の
と
き
か
ら
刷
り
込
ま
れ
、
な
か
な

か
消
え
な
い
と
再
発
見
す
る
機
会
に
な
っ

た
。

　

第
5
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
学

I
N
S
E
A
D
に
場
所
を
移
し
、「
実
行
」

を
テ
ー
マ
に
す
る
。
授
業
で
は
教
材
の
ひ
と

つ
に
、
黒
澤 

明
監
督
の
映
画
「
七
人
の
侍
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
お
金
の
た
め
で
も
農

民
の
た
め
で
も
な
く
、
剣
の
道
を
究
め
る
た

富士通
電子デバイス事業本部
システムマイクロ事業部長
代理
井上あまね氏

富士通
アウトソーシング事業本部
ナレッジサービス部部長
村本徹也氏

富士通
FUJITSUユニバーシティ
所長代理
加藤 真氏

め
に
農
民
を
助
け
る
こ
と
を
決
意
し
た
侍

は
、
剣
を
抜
く
前
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

教
室
で
は
こ
の
侍
の
姿
を
現
在
の
状
況
で
読

み
直
し
て
議
論
を
交
わ
す
。
例
え
ば
、
自
分

の
専
門
分
野
（
＝
剣
の
道
）
を
選
ぶ
必
要
は

当
然
あ
る
が
、
時
代
の
流
れ
で
身
に
つ
け
た

技
術
が
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
と
き
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
部
下

や
、
所
属
部
署
の
年
配
者
に
ど
う
対
応
す
べ

き
か
が
問
わ
れ
る
の
だ
。

I
M
P
M
の
成
果
の
ひ
と
つ
は 

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
の
気
づ
き

　

I
M
P
M
に
参
加
し
た
効
果
に
つ
い
て
尋

ね
て
み
る
と
、
井
上
氏
は
「
仕
事
上
で
の
効

果
が
す
ぐ
に
表
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
断

っ
た
上
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
と
の
刺
激

的
な
や
り
取
り
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

こ
と
や
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
こ

と
、
と
同
時
に
自
分
た
ち
の
競
争
相
手
の
実

態
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
村
本
氏
は
、
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
は
ひ
と
つ
の
職
種
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た

こ
と
を
挙
げ
た
。
日
本
で
は
、
経
営
と
技
術

の
両
方
に
精
通
し
た
人
材
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
欧
米
の
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
、
あ
く
ま
で
経
営
に
関
す
る
専
門
職

と
し
て
育
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
。「
I
M
P
M

に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
狭
い
視
野
の
ま
ま
で

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
た
で
し
ょ
う
。
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
は
、
同
年
代
の
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
い
っ
て
も
私
よ
り
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
ず
っ
と
高
く
、
部
下
も
5
0
0
人
以
上
を

抱
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
し
て
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
人
と
出
会

え
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」。

　

一
方
、
加
藤
氏
は
「
I
M
P
M
は
、
修
得

し
た
知
識
や
理
論
を
、
実
際
の
仕
事
の
場
で

生
か
し
実
践
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
そ
の
方

法
も
教
え
て
い
る
点
が
秀
逸
」
と
評
価
し
て

い
る
。
理
論
だ
け
学
ん
で
も
、
実
践
が
伴
わ

な
い
と
、
現
実
に
適
用
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

る
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、
理
論
ど
お
り
行
か

な
く
て
も
、
実
際
は
こ
う
や
る
べ
き
だ
と
決

断
で
き
る
柔
軟
性
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

選
抜
教
育
の
修
了
者
を
中
心
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
単
純
に
そ
の

動
き
を
成
果
と
呼
ぶ
の
に
は
違
和
感
が
あ
る

と
加
藤
氏
は
語
る
。「
教
育
の
成
果
は
な
か

な
か
数
字
に
表
し
に
く
い
が
、
教
育
を
通
じ

て
視
野
が
広
が
り
、
変
革
の
意
識
が
醸
成
さ

れ
る
こ
と
で
、
日
常
の
行
動
に
変
化
が
出
て

く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
I
M
P
M

で
き
ち
ん
と
教
育
を
受
け
た
彼
ら
は
、
社
内

の
教
育
研
修
で
後
輩
の
指
導
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
彼
ら
は
社
内
で
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
。
こ
れ
は
、
人
材

育
成
の
風
土
を
形
成
す
る
上
で
の
効
果
は
絶

大
で
、
富
士
通
の
財
産
に
な
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
」。

【図表】教育体系の全体像

出所：富士通提供の資料
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企
業
に
は
、
屋
台
骨
と
な
る
現
業
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
こ
の
現
業
に
は
永
遠
の
寿
命
は

な
く
、い
つ
か
は
滅
び
て
し
ま
い
ま
す
。個
々

の
事
業
を
見
る
と
30
年
ぐ
ら
い
で
衰
退
す
る

も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
G
E
や
P
＆
G
と

い
っ
た
長
い
歴
史
を
持
つ
企
業
は
、
主
力
事

業
を
う
ま
く
入
れ
替
え
る
こ
と
で
、
企
業
と

し
て
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
と
い
う
事
実
が

あ
り
ま
す
。
と
な
る
と
、
企
業
と
い
う
組
織

に
は
や
る
べ
き
こ
と
が
2
つ
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
現
業
を
守
る
管
理
職 

将
来
に
備
え
る
経
営
職

　

ひ
と
つ
は
、
現
業
を
き
ち
ん
と
守
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
事
業
は
自
動
的
に
は
回
ら
な

い
の
で
す
か
ら
、
人
々
が
注
意
を
払
い
知
恵

を
絞
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
役
割
を

担
う
の
が
「
管
理
職
」
で
す
。
た
だ
し
企
業

は
屋
台
骨
が
傾
い
た
と
き
を
想
定
し
、
そ
の

日
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
も
う
ひ
と
つ
の
仕
事
で
、
こ
の
役
割
を
担

当
す
る
の
が
「
経
営
職
」
で
す
。
つ
ま
り
今

の
日
本
企
業
で
は
、
一
般
に
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

呼
ば
れ
る
人
の
中
に
、
経
営
職
の
機
能
を
担

う
人
と
、
管
理
職
の
機
能
を
果
た
す
人
の
両

方
が
混
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

通
常
は
役
員
以
上
を
経
営
層
と
呼
ぶ
よ
う

に
、
管
理
職
と
経
営
職
は
縦
の
序
列
で
分
け

ら
れ
て
、
垂
直
分
業
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
私
は
管
理
職
と
経
営
職
は
水

平
分
業
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
職
が
明
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
作
ろ
う

と
す
れ
ば
、
お
金
が
か
か
る
。
で
す
か
ら
そ

の
原
資
を
こ
つ
こ
つ
と
稼
い
で
く
れ
る
管
理

職
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
管
理
職
は
周

り
の
人
や
部
下
を
巻
き
込
ん
で
、
仕
事
の
品

質
や
安
全
を
保
っ
て
、
現
業
を
守
り
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
専
念
す
る
。
代
わ
り
に
経
営
職

は
部
下
を
持
つ
こ
と
も
な
く
ひ
と
り
で
、
現

業
が
衰
退
し
た
と
き
の
た
め
に
布
石
を
打
っ

て
お
く
。
こ
れ
が
戦
略
を
立
て
実
行
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

1
9
6
0
年
代
、
70
年
代
の
高
度
成
長
期

に
は
、
戦
後
生
ま
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
ん
ど

ん
伸
び
て
、
日
本
の
産
業
が
衰
退
す
る
こ
と

な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
に
戦

略
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
戦
前
か
ら
発
達

し
て
い
た
繊
維
産
業
や
炭
鉱
業
で
す
。
し
か

し
繊
維
業
界
で
事
業
の
入
れ
替
え
に
成
功
し

た
企
業
は
、
東
レ
や
帝
人
な
ど
数
え
る
ほ
ど

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
多
数
の
企
業
は
戦
略

不
全
を
起
こ
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
利
益
率

を
低
下
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
業
績
が
悪
か
っ

た
り
問
題
を
抱
え
て
い
る
企
業
の
多
く
も
、

管
理
職
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
経
営

職
が
仕
事
を
し
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

管
理
職
の
本
質
は 

P
D
C
A
の
C
と
A
に
あ
る

　

管
理
職
の
仕
事
の
本
質
は
、
経
営
管
理
の

手
法
で
あ
る
P
D
C
A
（Plan

│Do

│ Check

│A
ct

）
の
中
で
も
、
特
に
C
と
A
を
き
ち

マ
ネ
ジ
ャ
ー
教
育
は
経
営
職
と
管
理
職
の
峻
別
か
ら

企
業
の
繁
栄
に
は
、
現
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
、
現
業
が
衰
退
し
た
と
き
を
想
定
し
将
来
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

前
者
の
機
能
を
担
う
の
が「
管
理
職
」、
後
者
の
機
能
を
担
う
の
が「
経
営
職
」で
あ
る
。
そ
う
二
者
の
役
割
の
違
い
を
説
明
す
る
三
品
和
広
氏
は
、

多
く
の
企
業
が
こ
の
2
つ
を
混
在
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
育
成
方
法
も
見
当
違
い
に
な
っ
て
い
る
と
注
意
を
促
す
。

三
品
和
広
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授
）

Part 2
2

みしな・かずひろ
1959年愛知県生まれ。1982
年一橋大学商学部卒業。1989
年ハーバード大学文理大学院
企業経済学博士課程修了。ハ
ーバード大学ビジネススクール助
教授を経て現職。著書に、『経
営戦略を問い直す』（筑摩書房）、

『戦略不全の論理』（東洋経済
新報社）、『経営は十年にして成
らず』（同）など多数。
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ん
と
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
の
ご

く
基
本
的
な
こ
と
が
で
き
て
い
る
企
業
は
少

な
い
。
大
抵
は
P
と
D
が
重
視
さ
れ
て
、
C

と
A
は
し
て
い
な
い
の
で
す
。
管
理
職
が
き

ち
ん
と
役
割
を
果
た
し
て
い
る
数
少
な
い
企

業
の
ひ
と
つ
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
で
し
ょ
う
。

　

同
社
の
管
理
職
が
C
と
A
を
き
ち
ん
と
実

践
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
現
地
・
現
場
・

現
物
の
姿
勢
に
表
れ
て
い
ま
す
。
管
理
職
の

仕
事
は
机
に
座
っ
た
ま
ま
部
下
が
作
成
し
た

レ
ポ
ー
ト
を
見
て
判
断
す
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
ず
現
場
に
自
ら
赴
き
自
分
の
五

感
で
確
認
す
る
の
で
す
。
お
か
し
い
と
感
じ

た
こ
と
に
は
対
応
策
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を

自
分
で
確
認
す
る
。
そ
し
て
結
果
の
良
い
悪

い
を
判
断
し
て
、
悪
け
れ
ば
ま
た
工
夫
を
重

ね
る
。
こ
う
し
て
管
理
職
は
C
と
A
を
繰
り

返
す
の
で
す
。

　

さ
ら
に
管
理
職
は
、周
囲
の
人
と
連
携
し
、

現
場
で
手
を
動
か
す
部
下
も
巻
き
込
ん
で
C

と
A
を
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
ト
ヨ
タ
で

は
誰
か
が
ミ
ス
を
し
て
も
、
そ
の
人
を
叱
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
叱
っ
て
も

ミ
ス
の
原
因
は
解
決
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
の
か

を
考
え
（
C
）、
同
じ
ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
対
応
を
し
て
い
く
（
A
）
の
で
す
。

　
組
織
に
組
み
込
ま
れ
た 

C
と
A
の
仕
組
み

　

同
社
で
は
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
C
と
A
が

半
ば
自
動
的
に
な
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を

組
織
の
中
に
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕

組
み
の
ひ
と
つ
が
、
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の
ス

ピ
ー
ド
を
少
し
速
め
に
設
定
す
る
こ
と
で

す
。
日
米
の
工
場
を
比
較
す
る
と
、
設
定
ス

ピ
ー
ド
の
違
い
が
結
果
に
ど
う
い
う
差
を
も

た
ら
す
か
が
明
確
に
わ
か
り
ま
す
。
G
M
や

フ
ォ
ー
ド
の
組
立
工
場
で
は
ラ
イ
ン
の
ス
ピ

ー
ド
は
新
人
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
し
て
い

る
た
め
、
新
人
が
入
っ
て
も
問
題
な
く
ラ
イ

ン
は
流
れ
て
い
ま
す
。一
方
の
ト
ヨ
タ
で
は
、

新
人
の
組
立
工
は
大
変
で
す
。
私
が
ア
メ
リ

カ
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
工
場
を
調
査
で
訪
れ
た

と
き
は
、
筋
骨
隆
々
の
若
い
新
入
り
男
性
の

息
は
あ
が
り
大
汗
を
か
き
、
そ
れ
で
も
決
め

ら
れ
た
57
秒
間
に
10
個
の
部
品
を
つ
け
ら
れ

ず
、
ラ
イ
ン
を
止
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
勤
続
年
数
が
長
く
な
れ
ば
、
細
身
の
女
性

で
も
楽
に
や
っ
て
い
る
。
勤
続
30
年
以
上
の

50
代
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
ラ
イ
ン
に
入
っ
た

と
き
の
様
子
を
見
る
と
、
す
ご
い
の
一
言
に

尽
き
ま
す
。動
き
に
ま
っ
た
く
無
駄
が
な
く
、

日
本
舞
踊
を
舞
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
の
で

す
。
作
業
時
間
も
余
裕
が
あ
り
、
前
の
人
が

付
け
た
部
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
指
導
ま
で

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
ト
ヨ
タ
は
、
経
験
を
積

む
ほ
ど
に
改
善
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
組

ん
で
い
る
の
で
す
。
G
M
や
フ
ォ
ー
ド
の
よ

う
に
ラ
イ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
を
新
人
に
合
わ
せ

て
遅
く
す
る
こ
と
は
、
一
見
、
人
に
や
さ
し

い
よ
う
に
見
え
て
そ
の
実
は
反
対
で
す
。
経

験
を
積
ん
だ
人
に
と
っ
て
は
遅
す
ぎ
る
の
で

時
間
が
あ
ま
っ
て
暇
に
な
る
。
そ
し
て
眠
く

な
っ
て
ウ
ト
ウ
ト
し
た
と
き
に
怪
我
を
し
か

ね
な
い
の
で
す
。

　

現
実
に
ど
れ
ほ
ど
ミ
ス
が
起
き
て
い
る
か

を
見
せ
る
こ
と
も
、
単
純
作
業
の
繰
り
返
し

に
見
え
る
部
品
の
取
り
付
け
に
も
、
常
に
C

と
A
を
通
じ
た
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
の
ひ
と
つ
と
い

え
ま
す
。
こ
こ
で
も
ト
ヨ
タ
と
米
国
某
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
米
国
メ
ー
カ
ー
の
工
場
で
は
ラ
イ
ン
が

止
ま
る
こ
と
も
な
く
、
す
べ
て
手
順
ど
お
り

に
滞
り
な
く
車
が
生
産
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
ト
ヨ
タ
の
工
場

は
大
変
で
す
。
頻
繁
に
ラ
イ
ン
は
止
ま
り
毎

日
緊
急
事
態
が
起
き
て
い
る
よ
う
な
騒
ぎ

で
、
見
て
い
て
不
安
に
な
る
ほ
ど
で
す
。
そ

し
て
ラ
イ
ン
で
生
産
さ
れ
た
車
の
う
ち
相
当

の
数
の
車
が
手
直
し
を
受
け
ま
す
。

　

米
国
メ
ー
カ
ー
の
不
良
品
率
が
ト
ヨ
タ
よ

り
低
い
か
と
い
っ
た
ら
そ
う
で
は
な
く
、
不

良
品
が
見
落
と
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
出
荷
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
一
方
の

ト
ヨ
タ
は
ミ
ス
を
見
逃
さ
ず
徹
底
的
に
不
良

品
を
工
場
内
で
つ
か
ま
え
て
い
ま
す
。
1
台

当
た
り
2
万
個
の
部
品
を
付
け
て
、
毎
日

1
0
0
0
台
の
車
を
作
る
こ
と
は
単
純
作
業
の

繰
り
返
し
に
見
え
る
よ
う
で
も
、
2
0
0
0
万

個
の
部
品
を
ミ
ス
な
く
付
け
る
こ
と
が
い
か

に
で
き
て
い
な
い
か
を
見
せ
る
こ
と
で
、
昨

日
よ
り
も
今
日
、
そ
し
て
今
日
よ
り
も
明
日

は
ひ
と
つ
で
も
ミ
ス
を
な
く
す
と
い
う
意
識

を
高
め
て
い
る
の
で
す
。

　

ト
ヨ
タ
で
は
C
と
A
の
徹
底
は
、
部
品
会

社
に
も
及
び
ま
す
。
あ
る
部
品
会
社
の
人
は

納
品
し
た
ブ
レ
ー
キ
ス
イ
ッ
チ
5
0
0
万
個

の
中
に
3
個
の
不
良
品
が
あ
っ
た
た
め
に
お
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【図表】経営職と管理職の対比

経営職 管理職

役割 明日のビジネスの種を作る。 現業を守り、発展させる。

仕事の仕方 部下は持たず、ひとりで仕事をする。 周囲の人や部下を巻き込んで仕事をする。

仕事の成果 仕事の成果が見えるまで年月がかかる。 仕事の成果は、すぐに見える。

仕事の喜び 喜びを仲間と分かち合うことはできない。 喜びを仲間と分かち合える。

なりうる人材 誰でも経営職になれるわけではない。 誰でも管理職になれる。

必要な能力 会社に入る前に身につけた価値観。 ＥＱ（こころの知能指数）。

育成の仕方 自ら育つもの。 経験から学んで育つ。研修で気づきを得られる。
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咎
め
を
受
け
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

会
社
の
場
合
、
髪
の
毛
な
ど
の
異
物
が
入
っ

て
通
電
し
な
か
っ
た
こ
と
が
ブ
レ
ー
キ
ス
イ

ッ
チ
の
不
良
原
因
で
し
た
。
こ
の
ミ
ス
を
な

く
す
に
は
従
業
員
が
作
業
に
入
る
前
の
準

備
、
仕
事
を
始
め
る
前
の
チ
ェ
ッ
ク
事
項
、

一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
の
手
順
な
ど
に
つ
い
て

す
べ
て
C
と
A
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
こ
れ
ほ
ど
に
し
ん

ど
い
も
の
な
の
で
す
。

　

た
だ
、
ト
ヨ
タ
で
も
C
と
A
が
こ
こ
ま
で

厳
格
に
機
能
し
て
い
る
の
は
現
場
の
工
場
に

限
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

仕
事
は
P
D
C
A
の
P
と
D
が
主
な
仕
事
と

思
わ
れ
て
い
て
、
彼
ら
に
も
C
と
A
を
徹
底

さ
せ
る
の
に
は
、
ま
だ
ま
だ
苦
労
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

管
理
職
に 

必
要
な
E
Q

　

管
理
職
は
周
り
と
連
携
を
と
り
人
を
巻
き

込
ん
で
仕
事
を
す
る
た
め
、
必
要
と
な
る
力

を
一
言
で
い
え
ば
、
E
Q
（
こ
こ
ろ
の
知
能

指
数
）
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
必
要
な
力

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
ひ
と
り

の
社
会
人
と
し
て
当
た
り
前
に
必
要
な
力
と

い
え
ま
す
。
例
え
ば
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
と
向

か
い
合
っ
て
い
い
関
係
を
築
け
て
い
ま
す

か
、
相
手
へ
の
気
遣
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て

自
分
の
言
葉
で
会
話
が
で
き
て
い
ま
す
か
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
管
理

職
に
は
潜
在
的
に
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
も
管
理
職
は
、
自
分
が
い
い
仕

事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
結
果
が
す
ぐ
に
わ

か
る
の
で
、
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
管
理
職

と
し
て
成
長
で
き
る
の
で
す
。

　

私
は
「
ヒ
ラ
メ
の
方
程
式
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、人
は
上
司
の
姿
を
見
て
育
ち
ま
す
。

で
す
か
ら
一
度
誤
っ
た
人
事
を
し
て
、
イ
エ

ス
マ
ン
を
管
理
職
に
登
用
し
て
し
ま
う
と
、

そ
の
下
に
つ
い
た
人
は
み
ん
な
イ
エ
ス
マ
ン

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ヒ
ラ
メ
の
繁
殖
力
は

旺
盛
で
、
ど
ん
ど
ん
増
殖
す
る
の
で
す
。
こ

う
し
た
弊
害
を
防
ぐ
に
は
、
ダ
メ
な
人
が
管

理
職
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
も
C
と
A
が
き
ち
ん
と

し
て
い
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
C
と
A

が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
現
場
で
は
行
動
の

結
果
が
わ
か
る
た
め
、
個
々
人
の
実
力
が
周

囲
の
人
に
も
き
ち
ん
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
誰
に
力
が
あ
る
の
か
が
わ
か
れ

ば
、
職
場
に
は
自
然
と
尊
敬
が
生
ま
れ
、
自

ず
と
力
の
あ
る
人
が
登
用
さ
れ
て
、
力
の
な

い
人
は
選
ば
れ
な
く
な
る
の
で
す
。

経
営
職
人
材
に 

必
要
な
絶
対
音
感

　

管
理
職
の
最
高
位
の
ポ
ス
ト
は
何
か
と
い

え
ば
、C
O
O
（
最
高
執
行
責
任
者
）
で
す
。

し
か
し
今
の
日
本
企
業
で
は
、
C
O
O
の
役

割
が
現
業
を
管
理
す
る
機
能
と
、
将
来
に
備

え
る
機
能
と
に
明
確
に
分
け
ら
れ
ず
、
社
長

と
い
い
な
が
ら
そ
の
多
く
が
管
理
職
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
い
え
ま
す
。
社
長

以
下
、
課
長
ま
で
全
員
が
管
理
職
に
な
り
、

経
営
企
画
部
門
も
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
た

り
す
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
経
営
者
教
育
と
い

い
な
が
ら
、
実
態
は
管
理
職
教
育
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

た
だ
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
部

長
・
課
長
と
い
っ
た
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

中
に
も
、
経
営
職
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る

者
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
管
理

職
に
は
誰
で
も
な
れ
ま
す
が
、
経
営
職
は
違

い
ま
す
。
次
の
事
業
の
柱
を
立
て
る
と
い
う

経
営
職
の
仕
事
は
結
果
が
出
る
ま
で
に
20
年

か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
在
任
中
に
結
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
も
高
い
。
し
か

も
部
下
も
持
た
ず
に
ひ
と
り
で
す
る
仕
事
で

す
か
ら
、
仕
事
の
喜
び
を
仲
間
と
分
か
ち
合

う
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
褒
め

て
も
ら
え
る
か
ら
頑
張
る
と
い
う
姿
勢
で
は

で
き
な
い
仕
事
で
す
。
経
営
職
は
人
か
ら
教

わ
っ
て
な
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
育
つ
も

の
。
会
社
に
入
る
前
に
身
に
つ
け
た
価
値
観

が
経
営
職
の
器
か
ど
う
か
を
決
め
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
図
表
）。

　

私
は
「
絶
対
音
感
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

自
分
自
身
の
中
に
、
い
い
仕
事
を
し
た
い
と

い
う
エ
ン
ジ
ン
を
持
っ
て
い
る
人
し
か
経
営

職
は
で
き
な
い
の
で
す
。
企
業
と
し
て
経
営

職
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
候
補
者

を
厳
選
し
、
自
ら
経
営
職
と
し
て
育
つ
よ
う

に
、
彼
ら
を
現
場
か
ら
距
離
を
置
い
た
と
こ

ろ
に
集
め
て
、
啓
発
し
合
え
る
よ
う
な
環
境

に
置
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
「
自
分
が
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
か
ら
や
る
ん
だ
」

と
い
う
精
神
構
造
を
作
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　

2
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3
章

文
・
構
成  

荻
野
進
介
（
本
誌
）

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
力
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
組
織
に
つ
い
て
考
え
た

い
。組
織
の
要
で
あ
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
要
件
と
は
。ど

の
規
模
の
組
織
な
ら
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る

の
か
。ミ
ド
ル
の
働
き
こ
そ
が
日
本
企
業
の
強
み
と
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
の
か
。ミ
ド
ル
の
活
性
化
に
向
け

た
経
営
と
人
事
へ
の
提
言
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

覚
醒
さ
せ
る
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企
業
の
組
織
力
を
左
右
す
る
の
は
、
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
力
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
事
実
に

気
づ
い
た
の
は
、
外
資
を
含
め
、
数
多
く
の

企
業
で
働
い
て
き
た
経
験
を
通
し
て
、「
目

標
が
達
成
さ
れ
る
組
織
と
さ
れ
な
い
組
織
の

違
い
は
何
か
」
を
追
及
し
た
結
果
で
し
た
。

目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
組
織
に
は
、
共

通
し
た
問
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
に
ト
ッ
プ
の
熱
い
思
い
が
職
場
に
浸

透
す
る
ま
で
に
、
そ
の
情
熱
や
内
容
が
3
分

の
1
ま
で
減
衰
し
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

仮
説
と
し
て
、
人
は
、
自
分
の
思
い
を
せ

い
ぜ
い
9
割
し
か
他
者
に
伝
達
で
き
ず
、
一

方
で
聞
く
側
の
理
解
度
も
話
し
全
体
の
8
割

程
度
だ
と
す
る
と
、
ひ
と
り
人
間
が
介
在
す

る
こ
と
で
、
思
い
は
0
・
9
×
0
・
8
の
72
％

ま
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
考
え
る
と
、
28
％
が
消
え
て
ど
こ
か
に

い
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
職
場
の
中
管
理
職

が
3
人
い
れ
ば
、
ト
ッ
プ
の
熱
い
思
い
が
、

職
場
の
社
員
に
伝
わ
る
頃
に
は
、
3
分
の
1

以
下
に
減
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
一
方
、
優

れ
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
て
、
ト
ッ
プ
の
思
い

を
正
確
に
理
解
し
、
自
ら
の
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
72
％
と
い
う
数
字
は
容

易
に
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
。

や
り
遂
げ
た
か 

部
下
を
育
て
た
か

　

で
は
、
ト
ッ
プ
の
熱
い
思
い
が
全
社
に
伝

わ
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
チ
ー
ム
の
目
標
を

き
ち
ん
と
組
織
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
ま
す
。
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
チ
ー
ム

の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
分
の
チ
ー
ム
の
目
標
を

や
り
遂
げ
た
か
で
す
。そ
こ
で
問
う
べ
き
は
、

メ
ン
バ
ー
の
力
を
フ
ル
に
発
揮
さ
せ
、
ま
た

メ
ン
バ
ー
を
育
成
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
の
思
い
や
戦
略
を
、
そ

の
背
景
を
含
め
て
正
し
く
理
解
し
、
そ
れ
を

チ
ー
ム
内
に
伝
え
る
と
と
も
に
具
体
的
な
チ

ー
ム
の
目
標
に
落
と
し
込
む
。
さ
ら
に
仕
事

を
通
じ
て
部
下
を
成
長
さ
せ
る
、
こ
れ
が
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
力
不

足
を
、
チ
ー
ム
の
目
標
未
達
の
理
由
に
す
る

リ
ー
ダ
ー
は
失
格
で
す
。
部
下
が
目
標
未
達

の
場
合
の
結
果
責
任
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
ら

負
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

立
場
で
目
標
を
考
え
て
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
下
の

立
場
で
手
足
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
、
と

い
う
の
が
理
想
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
す
。

　

言
い
替
え
れ
ば
、「
や
り
遂
げ
た
か
」。「
や

り
遂
げ
ま
し
た
」
な
ら
、
次
の
質
問
は
「
部

下
を
育
て
た
か
」
で
す
。
今
日
の
勝
負
に
勝

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
「
や
り
遂
げ
た

か
」
は
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
あ
わ

せ
て
、
将
来
の
チ
ー
ム
の
力
を
高
め
る
た
め

に
人
を
育
て
る
こ
と
も
リ
ー
ダ
ー
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

多
く
の
市
場
が
成
熟
し
、
企
業
間
の
競
争

は
、
質
と
ス
ピ
ー
ド
の
差
が
キ
ー
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
経
済
が
右
肩
上
が
り
で
、
ト

企
業
力
の
根
本
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
力
に
あ
り

企
業
の
組
織
力
は
当
該
企
業
を
構
成
す
る
人
材
の
遂
行
能
力
と
戦
略
能
力
の
掛
け
算
で
決
ま
る
。
前
者
は
目
の
前
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
能
力
で
あ
り
、

後
者
は
未
来
を
見
す
え
、
明
日
の
た
め
の
布
石
を
打
つ
能
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
組
織
力
を
決
め
る
要
の
位
置
に
い
る
の
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
要
件
と
は
何
か
。
本
人
は
ど
ん
な
心
が
け
で
働
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ト
ッ
プ
の
役
割
は
。

内
外
の
数
多
く
の
企
業
で
働
い
て
き
た
豊
富
な
経
験
を
元
に
語
ら
れ
る
現
場
か
ら
の
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
論
で
あ
る
。

古
田
興
司
氏
（
三
景　

代
表
取
締
役
社
長
）

ふるた・こうじ
1947年生まれ。早稲田大学大
学院理学系研究科修士課程修
了。松下電器産業、松下通信
工業を経て、モトローラ（日本法
人）にて経営会議メンバー、デル
で専務取締役、レベルスリーコミ
ュニケーションズでは代表取締
役社長、UCC上島珈琲では取
締役副社長。2005年よりフェニ
ックス・キャピタルの執行役員。
現在は三景の再生のリーダーシ
ップをとる。著書に『組織力を高
める』（共著、東洋経済新報社）
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ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
追
随
し
て
い
れ
ば
、
2
番

手
、
3
番
手
で
も
そ
れ
な
り
に
企
業
が
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
は
終
わ
り
、
こ
れ

ま
で
の
売
上
げ
や
シ
ェ
ア
拡
大
一
辺
倒
の
経

営
で
は
の
り
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
経
済
環
境
の
中
で
は
、
組
織

に
は
、
遂
行
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
戦
略
能

力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
能
力
と
は
、
外
部
環
境
の
変
化
に
対

応
し
、
シ
ン
プ
ル
で
整
合
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
考
え
、実
践
し
て
い
く
力
で
す
。

組
織
の
要
と
な
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
、
こ
の

戦
略
能
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
企
業
の
組
織
力
を
遂
行
能
力
と
戦

略
能
力
の
掛
け
算
と
定
義
し
て
み
る
と
、
こ

れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
よ
り
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に 

求
め
ら
れ
る
要
件

　

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
要
件

を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

1
番
目
は
気
概
で
す
。
必
ず
成
果
を
出
す

と
い
う
プ
ロ
意
識
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

2
番
目
は
、
着
眼
と
解
の
導
出
力
で
す
。

問
題
に
対
峙
し
た
と
き
に
、
注
意
点
を
峻
別

す
る
力
、
ま
た
、
そ
の
解
決
策
を
提
示
す
る

力
を
い
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
企
業
が
組
織

で
あ
り
、
人
の
集
合
体
で
あ
る
以
上
、
い
く

ら
プ
ロ
意
識
が
高
く
、
着
眼
と
解
の
導
出
力

に
優
れ
て
い
て
も
、
人
が
納
得
し
て
協
力
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
問
題
解
決
策
を
実
施
す
る

こ
と
な
ど
ひ
と
り
の
力
で
は
不
可
能
で
す
。

　

そ
こ
で
、
3
番
目
に
組
織
へ
の
影
響
力
が

必
要
に
な
る
の
で
す
。「
こ
の
部
長
が
言
う

こ
と
だ
か
ら
、
不
安
な
面
も
あ
る
け
ど
や
っ

て
み
よ
う
か
」
と
部
下
に
言
わ
し
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
に
、
課
題
解
決
へ
の
最
終

的
な
キ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
組
織
へ
の
影

響
力
は
、
仕
事
に
対
す
る
熱
意
と
か
、
人
に

対
す
る
や
さ
し
さ
、
人
と
し
て
の
成
熟
度
な

ど
に
由
来
し
ま
す
。

部
下
の
2
倍
働
き 

O
A
人
材
を
何
人
作
れ
る
か

　

加
え
て
、
私
は
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、「
部
下
の
2
倍
働
い

て
く
だ
さ
い
」
と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。

2
倍
働
く
気
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な
問
題
も
何

と
か
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
熱
意
に
打
た
れ

た
協
力
者
が
現
れ
ま
す
し
、
部
下
も
見
習
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

2
倍
と
い
う
と
尻
込
み
す
る
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、こ
う
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

案
件
ご
と
に
優
先
度
を
つ
け
て
仕
事
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
で
2
倍
、
集
中
力
を
高
め
、

若
干
長
く
働
く
こ
と
で
2
倍
を
実
現
で
き

れ
ば
、
掛
け
算
で
2
倍
の
働
き
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

2
倍
と
い
う
数
字
も
あ
な
が
ち
達
成
不
可
能

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
時
間
を
作

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
部
下
と
の
対
話
の
時

間
や
、
自
ら
を
高
め
る
勉
強
の
時
間
に
あ
て

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

目
標
以
上
の
力
を
出
す
こ
と
を
オ
ー
バ
ー

ア
チ
ー
ブ
と
い
い
ま
す
。
達
成
が
不
十
分
な

人
は
P
（
プ
ア
）
の
ゾ
ー
ン
、
十
分
な
人
は

A
（
ア
チ
ー
ブ
）
の
ゾ
ー
ン
、
目
標
を
超
え

る
人
は
O
A
（
オ
ー
バ
ー
ア
チ
ー
ブ
）
の
ゾ

ー
ン
に
い
る
人
で
す
。
O
A
の
人
が
大
勢
い

る
組
織
ほ
ど
強
い
組
織
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
O
A
を
真
っ
先
に
求
め
ら

れ
る
の
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
同
時
に

O
A
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
も
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

O
A
の
人
は
、
上
司
よ
り
も
優
れ
た
ア
イ

デ
ア
を
出
す
楽
し
み
、
よ
り
早
く
仕
事
を
仕

上
げ
る
楽
し
み
、
上
司
の
思
考
の
先
を
読
む

楽
し
み
な
ど
、
仕
事
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
う
い
う
仕
事
の
楽
し
さ
が
、
個

人
を
成
長
さ
せ
、
ひ
い
て
は
組
織
を
発
展
へ

導
く
の
で
す
。

　

組
織
を
発
展
へ
導
く
こ
と
は
、
何
名
の

O
A
す
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
最

も
大
切
な
の
は
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
成
す
る

こ
と
」
へ
の
熱
意
を
ト
ッ
プ
が
持
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
組
織
を
通
し
て
、
上
司
が
指
導

育
成
す
る
こ
と
が
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
教
育
の
ベ

ー
ス
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
頼
っ
て
い
て
は

時
間
も
か
か
り
、
指
導
者
で
あ
る
上
司
に
よ

っ
て
差
も
生
じ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ

で
、
ト
ッ
プ
自
ら
が
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ダ
イ

レ
ク
ト
に
向
き
合
い
、
ト
ッ
プ
の
思
い
を
語

り
、
期
待
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
の

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
の

要
と
な
る
強
い
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
誕
生
す
る
の

で
す
。

【図表】マネージャーが業務を完遂させるための5つのステップ

出典：『組織力を高める』（古田興司＋平井孝志、東洋経済新報社）83ページより引用

具体的な目標・
活動に落とし込む

確実に伝える

目的を深く
理解する

遂行させる

完了を見届ける 第5ステップ

第4ステップ

第3ステップ

第2ステップ

第1ステップ
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私
た
ち
は
2
0
0
4
年
か
ら
2
度
に
わ
た

り
、
企
業
の
組
織
内
部
に
お
け
る
経
営
の
健

全
度
を
測
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
題
し
て

「
組
織
の
重
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ

の
場
合
の
組
織
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

（
B
U
）
の
こ
と
で
す
。
事
業
部
と
ほ
ぼ
等

し
い
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
の
は
国
内
18
社
の
大
手
企
業
で
、
本
社

の
人
事
ス
タ
ッ
フ
に
詳
細
な
基
礎
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
た
上
で
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
長

1
名
と
コ
ア
ミ
ド
ル
（
エ
ー
ス
3
名
）
と
ロ

ワ
ー
（
3
名
）、
合
計
7
名
を
対
象
に
質
問

票
に
回
答
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
組
織
の
規

模
は
小
さ
な
も
の
で
数
十
名
、
大
き
な
も
の

で
は
1
0
0
0
名
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、内
向
き
志
向
が
過
剰
で
、

口
先
ば
か
り
で
実
行
が
伴
わ
な
い
組
織
内
フ

リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
が
多
い
、
さ
ら
に
経
営
の
基

礎
能
力
に
欠
け
た
人
が
多
い
組
織
を
「
重
い

組
織
」
と
呼
び
ま
す
（
図
表
1
）。
ミ
ド
ル

が
現
場
を
引
っ
張
り
、
新
し
い
戦
略
を
創
発

し
て
い
く
と
こ
ろ
に
日
本
企
業
の
強
み
が
あ

る
（
あ
っ
た
）
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
が
叶
わ

な
い
、
ミ
ド
ル
が
最
も
苦
労
す
る
組
織
と
言

い
換
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
対
極
が

外
向
き
で
、
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
が
少
な
く
、

儲
け
る
手
口
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が
多
い

「
軽
い
組
織
」
で
す
。

　

端
的
に
い
え
ば
、
重
い
組
織
ほ
ど
利
益
率

が
低
い
、
メ
ン
バ
ー
の
達
成
感
・
成
長
機
会

が
少
な
く
、
内
部
調
整
に
か
か
る
時
間
が
長

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

組
織
に
は
官
僚
制
と
有
機
性 

両
方
が
必
要

　

紙
幅
の
関
係
上
、「
ミ
ド
ル
の
活
性
化
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
参
考
に
資
す
る
と
思
わ

れ
る
知
見
を
2
つ
ほ
ど
、
拾
い
上
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
中
長
期
経
営
計
画
や
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
計
画
が
意
外
に

重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ミ
ド
ル
と
ロ
ワ

ー
が
、
全
社
単
位
の
も
の
で
あ
れ
、
ユ
ニ
ッ

ト
単
位
の
も
の
で
あ
れ
、
計
画
を
日
々
確
認

し
て
い
る
組
織
ほ
ど
、
組
織
が
軽
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
全
体
計
画
が
存
在
せ
ず
、

達
成
目
標
が
そ
れ
ぞ
れ
に
任
さ
れ
て
い
る
組

織
は
、
一
見
、
軽
そ
う
に
思
え
ま
す
が
、
調

査
で
は
逆
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

成
果
主
義
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
真
面
目

に
や
っ
て
い
る
組
織
ほ
ど
、
組
織
の
重
さ
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
自

分
の
仕
事
の
目
標
設
定
に
個
々
人
が
参
加
で

き
る
ほ
ど
、
目
標
達
成
の
結
果
が
昇
進
や
昇

格
（
あ
る
い
は
降
格
も
）
と
リ
ン
ク
し
て
い

る
度
合
い
が
大
き
い
ほ
ど
、
組
織
が
軽
く
な

る
の
で
す
。
ミ
ド
ル
の
目
標
管
理
は
B
U
長

の
仕
事
で
す
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
長

の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ワ
ー
の
目
標
管
理

に
携
わ
る
の
は
ミ
ド
ル
で
す
か
ら
、
ミ
ド
ル

組
織
の
重
さ
か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
解
き
放
て

日
本
企
業
の
強
み
は
ミ
ド
ル
の
強
さ
に
あ
り
。
こ
れ
は
経
営
学
の
い
わ
ば
常
識
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
常
識
な
の
か
。

一
橋
大
学
の
沼
上 

幹
教
授
ら
は
、
常
識
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
組
織
の
状
態
に
つ
い
て
、
あ
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

日
本
の
大
企
業
に
お
け
る
事
業
部（
B
U
）の
健
全
度
を
測
る「
組
織
の
重
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。
重
い
組
織
と
は
、
過
剰
な
内
部
調
整
が
必
要
な

不
健
全
な
組
織
で
あ
り
、
そ
の
対
極
が
軽
い
組
織
だ
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
力
を
存
分
に
生
か
す
た
め
の
組
織
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。

沼
上 

幹
氏
（
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
）

ぬまがみ・つよし
1960年生まれ。一橋大学社会
学部卒業、同大学院商学研究
科修士課程、同博士課程をい
ずれも修了し、成城大学経済学
部専任講師に。一橋大学助教
授などを経て現職。専攻は経営
戦略論。経営組織論、経営学方
法論。著書に『行為の経営学：
経営学における意図せざる結果
の探究』（白桃書房）、『組織戦
略の考え方』（ちくま新書）、『組
織デザイン』（日経文庫）などがあ
る
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の
役
割
も
同
様
に
大
き
い
の
で
す
。

　

こ
こ
で
い
え
る
の
は
、
組
織
階
層
が
フ
ラ

ッ
ト
で
、
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
有
機
的
組
織

の
要
素
と
、
官
僚
制
的
で
フ
ォ
ー
マ
ル
な
、

縦
の
関
係
を
重
視
す
る
機
械
的
組
織
の
要
素

と
い
う
2
つ
の
異
な
る
組
織
タ
イ
プ
の
特
徴

が
、
ひ
と
つ
の
組
織
に
ど
ち
ら
も
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

2
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
B
U
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
軽
い
組
織

と
重
い
組
織
の
B
U
長
と
で
、
違
い
が
顕
著

に
わ
か
る
項
目
が
3
つ
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と

つ
は
仕
事
に
関
す
る
具
体
策
の
発
信
で
す
。

具
体
策
を
発
信
で
き
る
B
U
長
が
い
る
組
織

は
軽
い
の
で
す
。
2
つ
目
は
B
U
長
が
部
下

の
仕
事
に
詳
細
な
注
目
を
払
う
こ
と
で
し

た
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
部
下
の
作
っ
た

書
類
に
ま
で
い
ち
い
ち
手
を
入
れ
る
の
は
マ

イ
ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
わ
れ
、
現
場
の

志
気
を
阻
害
し
そ
う
で
す
が
、逆
に
い
え
ば
、

こ
れ
は
現
場
の
事
情
を
隅
々
ま
で
把
握
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

的
な
B
U
長
が
率
い
る
組
織
は
軽
い
の
で

す
。
3
番
目
は
対
外
的
な
影
響
力
で
す
。
自

社
の
経
営
ト
ッ
プ
、
取
引
先
、
他
部
門
を
も

自
在
に
動
か
せ
る
力
で
す
。
そ
う
い
う
力
の

あ
る
B
U
長
が
い
る
組
織
は
軽
い
の
で
す
。

　

ひ
と
昔
前
な
ら
、
現
場
か
ら
は
一
歩
も
二

歩
も
引
い
て
、「
よ
き
に
計
ら
え
」
と
い
う

人
が
事
業
部
長
に
つ
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
最
近
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

そ
れ
と
は
対
極
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
、
内
外
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
人

材
で
す
。

で
き
る
だ
け
少
人
数
に 

組
織
を
分
解
せ
よ

　

調
査
の
結
論
は
こ
う
で
す
。
構
成
人
員
が

1
0
0
0
名
を
超
え
る
ト
ー
ル
・
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
階
層
が
幾
重
に
も
重
な
り
、

ト
ッ
プ
と
ロ
ワ
ー
の
間
の
距
離
が
長
い
組

織
）
は
解
体
し
た
ほ
う
が
い
い
。
こ
れ
も
今

回
の
調
査
で
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い

う
組
織
で
は
、
ト
ッ
プ
も
ミ
ド
ル
も
ロ
ワ
ー

も
、
全
員
が
自
分
の
影
響
力
が
発
揮
で
き
て

い
な
い
と
、
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
逆
に
、
人
数
に
し
て
2
0
0
名
、
上

か
ら
下
ま
で
4
階
層
く
ら
い
し
か
な
い
小
さ

な
組
織
で
は
、
ト
ッ
プ
か
ら
ロ
ワ
ー
ま
で
、

全
員
が
有
能
感
を
持
っ
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
ひ
と
り
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
掌
握
で
き
る

部
下
の
数
は
4
名
か
ら
せ
い
ぜ
い
7
名
で

す
。
標
準
化
さ
れ
た
仕
事
を
こ
な
す
だ
け
の

単
純
な
組
織
と
違
っ
て
、
ミ
ド
ル
と
ロ
ワ
ー

が
相
互
作
用
を
通
じ
て
仕
事
を
廻
し
て
い
く

組
織
で
は
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
く
ら
い
の
数
の

部
下
し
か
ミ
ド
ル
が
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

B
U
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
お
ま
け
に

高
齢
化
が
進
む
と
、
ミ
ド
ル
に
と
っ
て
B
U

内
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
が
る
も
の

の
、
助
け
て
く
れ
る
人
よ
り
も
説
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
の
数
が
増
え
、
組
織
の
重

さ
が
増
す
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
き

な
組
織
は
と
に
か
く
「
重
い
」
の
で
す
。

　

事
業
部
長
も
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
と
考
え
れ

ば
、
組
織
ユ
ニ
ッ
ト
の
大
き
さ
を
ど
う
す
る

か
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
す
。
た
か
だ
か

2
0
0
名
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
部
が
、
い
つ

の
間
に
か
図
体
が
大
き
く
な
り
、
1
0
0
0

名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
昔
と
比
べ
て
、

事
業
部
を
動
か
せ
る
だ
け
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
あ
る
人
材
が
少
な
く
な
っ
た
な
あ
」
と

経
営
ト
ッ
プ
が
愚
痴
っ
て
も
そ
れ
は
無
理
な

注
文
で
す
。
部
下
1
0
0
0
名
は
ひ
と
り
の

人
間
の
管
理
限
界
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
提
案
し
た
い
の
は
、
肥
大
し
た
組
織

を
、
例
え
ば
50
名
か
ら
2
0
0
名
程
度
の
独

立
し
た
B
U
に
分
解
し
、
今
の
ミ
ド
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
を
ユ
ニ
ッ
ト
長
に
す
る
こ
と

で
す
。
1
0
0
0
名
を
率
い
る
の
は
類
稀
な

才
能
が
必
要
で
し
ょ
う
が
、
50
名
や
2
0
0

名
の
組
織
ユ
ニ
ッ
ト
の
コ
ア
人
材
を
率
い
て

い
け
る
人
材
は
多
数
い
る
は
ず
で
す
し
、
将

来
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
育
て
る
と
い
う
意
味

で
も
、
よ
い
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

重
い
組
織
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
決
断
力
が

弱
い
た
め
、
内
部
調
整
に
多
大
な
手
間
が
必

要
な
組
織
で
す
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
私
は
経
営
の
イ
ロ
ハ
を
わ
か
っ
て
い

る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
で
は

な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
経
営
学
の
教
科
書
を
読
め
ば

書
い
て
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
さ
え
わ
か
っ

て
い
る
人
が
多
け
れ
ば
、
内
部
調
整
に
手
間

取
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
ひ
と
た
び
決

め
た
ら
あ
と
は
動
く
だ
け
で
す
か
ら
。

　

例
え
ば
、
大
事
な
顧
客
か
ら
の
要
望
に
従

い
、
値
下
げ
を
認
め
て
し
ま
う
営
業
部
長
が

【図表1】組織の重さをあらわす12の項目

①メンツを重視しているだけ ⑦機能別の利害に固執

②内向きの合意形成 ⑧決断が不足している

③1人でもゴネると大変 ⑨自分の痛みと感じない人が多い

④対立を回避するヤツが出世する ⑩口は出すが責任は取らない

⑤わが社のトップは政治的 ⑪わが社のトップは優秀

⑥激しい議論は子供だと思われる ⑫戦略審美眼に優れたミドルが多い
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い
ま
す
。
日
本
で
は
よ
く
聞
く
話
で
す
。
値

下
げ
を
す
る
こ
と
で
受
注
量
が
増
え
て
い
く

右
肩
上
が
り
の
成
長
期
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
で
も
今
は
成
熟
期
で
す
。
値
下

げ
は
受
注
量
の
増
加
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ

か
、
売
上
げ
の
減
少
に
直
結
す
る
だ
け
で
、

利
益
は
た
ち
ま
ち
先
細
り
で
す
。
で
き
る
だ

け
値
下
げ
を
し
な
い
。
こ
れ
は
成
熟
期
に
お

け
る
経
営
の
鉄
則
の
は
ず
で
す
。

シ
ナ
ジ
ー
の
呪
縛
か
ら 

い
か
に
逃
れ
る
か

　

ま
た
、
日
本
企
業
の
組
織
を
重
く
し
て
い

っ
た
真
犯
人
の
ひ
と
り
は
、
シ
ナ
ジ
ー
と
い

う
美
辞
麗
句
で
す
。
大
き
い
こ
と
が
い
い
こ

と
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
抱
え
込
み
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
相
乗
効
果
が
競
争
力
の

源
泉
に
な
る
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
の
行
き

着
く
先
が
「
重
い
組
織
」
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
企
業
は
事
業
が
複
雑
化
す
る
怖

さ
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
化

学
産
業
で
は
A
と
い
う
材
料
を
投
入
し
て
B

を
生
産
す
る
過
程
で
、
副
産
物
と
し
て
C
も

一
定
比
率
で
生
産
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
C
に
も
市
場
が

あ
り
、
売
れ
れ
ば
、
ま
さ
に
「
シ
ナ
ジ
ー
」

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
成

熟
期
に
は
、
B
を
作
る
と
C
の
市
場
価
格
が

暴
落
す
る
と
か
、
C
の
市
場
の
過
剰
供
給
が

気
に
な
っ
て
、
B
の
生
産
拡
大
の
意
思
決
定

が
遅
れ
る
、と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
え
ま
す
。

　

日
本
企
業
は
、「
B
を
作
る
過
程
で
C
も

自
然
に
生
ま
れ
、
し
か
も
利
益
は
下
が
っ
た

と
し
て
も
売
れ
る
の
だ
か
ら
、
捨
て
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
」
と
、
今
ま
で
ど
お
り
、
両

方
を
売
り
続
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ

る
ア
メ
リ
カ
企
業
は
違
い
ま
し
た
。
C
を
売

る
の
を
や
め
て
、
原
材
料
A
に
戻
す
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。
こ

の
プ
ラ
ン
ト
は
コ
ス
ト
高
で
あ
り
、
短
期
的

に
は
元
が
取
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
何
が
実
現
し
た

か
と
い
え
ば
、
確
か
に
利
益
は
減
っ
た
も
の

の
、「
C
は
経
営
判
断
の
考
慮
外
で
あ
る
」と
、

事
業
の
意
思
決
定
者
の
頭
の
負
担
を
減
ら
し

た
の
で
す
。「
副
産
物
が
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
よ
り
も
、「
経
営
者
の
判
断
力
の
無

駄
遣
い
、
判
断
ミ
ス
の
確
率
が
高
ま
る
こ
と

が
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
考
え
方
な
の
で

す
。
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
シ
ン
プ
ル

に
し
、
そ
の
分
を
も
っ
と
価
値
の
あ
る
仕
事

に
使
っ
て
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

日
本
企
業
の
担
当
者
は
B
を
生
産
し
て
販

売
す
る
一
方
、
C
の
販
売
利
益
を
ど
う
出
す

か
に
つ
い
て
も
日
々
、
頭
を
悩
ま
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、
経
営
の

単
位
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
る
こ
と
で
、
軽
い

組
織
を
次
々
に
作
っ
て
い
っ
た
の
が
最
近
の

ア
メ
リ
カ
企
業
の
や
り
方
で
す
。
攻
め
る
と

き
は
攻
め
、
引
く
と
き
は
直
ち
に
引
く
。
こ

う
い
う
二
正
面
作
戦
を
日
本
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

も
も
っ
と
自
在
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
小
さ
な
ユ
ニ
ッ

ト
の
組
織
と
、
実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
営

リ
テ
ラ
シ
ー
（
＝
儲
け
の
手
口
や
組
織
管

理
の
基
礎
知
識
）
な
の
で
す
。

　

シ
ナ
ジ
ー
の
呪
縛
か
ら
う
ま
く
脱
し
つ
つ

あ
る
の
が
松
下
電
器
で
す
。
中
村
邦
夫
・
前

社
長
（
現
会
長
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
無
数
に
あ
っ
た
事
業
を
14
の
ド
メ
イ
ン

に
ま
と
め
、
社
内
組
織
と
の
シ
ナ
ジ
ー
を
考

え
る
よ
り
は
、
ま
ず
顧
客
と
競
争
相
手
に
向

き
合
う
力
を
最
大
限
に
確
保
し
た
わ
け
で

す
。
松
下
は
半
導
体
か
ら
家
電
、
住
宅
ま
で

手
が
け
る
世
界
で
も
稀
に
見
る
複
雑
な
構
造

を
持
っ
た
企
業
で
す
。
そ
う
い
う
企
業
が
シ

ナ
ジ
ー
を
重
視
し
た
重
い
経
営
か
ら
、
顧
客

や
市
場
を
重
視
し
た
軽
い
経
営
に
大
き
く
舵

を
切
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
松
下
の
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
本
企
業
の
強
み
で
あ
る
、
ミ
ド
ル
同
士
の

横
の
連
動
を
今
ま
で
ど
お
り
追
求
し
な
が

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
低
速
化
を
防
ぐ
仕
組
み
を

ど
う
作
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
が
実
現
で
き
れ
は
、

欧
米
の
物
ま
ね
で
は
な
い
、
日
本
独
自
の
新

し
い
経
営
モ
デ
ル
を
再
び
世
界
に
問
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

2

【図表2】重い組織から軽い組織へ

重い組織

BU長の強いリーダーシップ

軽い組織

フォーマルな計画と
成果主義の徹底

フ
ラ
ッ
ト
で
有
機
的

企
画

製
造

販
売
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ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
問
題
は
そ
れ
単
独

で
論
じ
て
も
意
味
は
な
い
。
あ
く
ま
で
ト
ッ

プ
、
フ
ロ
ン
ト
を
交
え
た
関
係
性
の
中
で
論

じ
る
べ
き
も
の
だ
。

　

日
々
、
地
を
這
う
虫
の
視
点
で
、
現
場
の

仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
が
フ
ロ
ン
ト

だ
。
い
わ
ゆ
る
個
別
具
体
の
実
践
の
世
界
で

あ
る
。
一
方
、
鳥
瞰
図
的
に
事
業
全
体
を
分

析
す
る
目
を
備
え
て
い
る
の
が
ト
ッ
プ
だ
。

普
遍
抽
象
の
世
界
で
あ
る
。
ミ
ド
ル
は
そ
の

狭
間
に
立
ち
、
個
別
と
普
遍
、
ミ
ク
ロ
と
マ

ク
ロ
、
実
践
と
分
析
、
現
場
の
暗
黙
知
と
体

系
化
さ
れ
た
形
式
知
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
に

も
関
与
す
る
。
そ
こ
に
ミ
ド
ル
の
仕
事
の
難

し
さ
が
あ
り
、
ま
た
醍
醐
味
が
あ
る
。
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
行
動
力
が
必

要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

知
識
創
造
理
論
の
文
脈
で
考
え
る
と
、
ミ

ド
ル
の
役
割
は
、
そ
う
や
っ
て
知
の
創
造
を

増
幅
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
の
指
示

を
下
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
ト
ッ
プ
を
利

用
す
る
し
た
た
か
さ
も
必
要
だ
。
こ
れ
が
私

の
い
う
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
あ
る
。
一

方
の
フ
ロ
ン
ト
に
対
し
て
も
、
時
に
挑
戦
的

な
目
標
を
示
し
、
時
に
は
元
気
づ
け
る
。
清

濁
併
せ
呑
む
人
間
と
し
て
の
器
量
に
加
え
、

厳
し
さ
と
優
し
さ
の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
う
ま
く
や
る
に

は
ト
ッ
プ
が
無
能
で
も
い
い
、
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
社
員
が
奮
い
立
つ
よ
う
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
掲
げ
、
ミ
ド
ル
が
挑
戦
で
き
る
場
づ

く
り
を
し
な
が
ら
、
状
況
を
読
ん
で
介
入
す

る
高
質
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
求
め
ら
れ
る
。
フ
ロ
ン
ト
も
、
そ
う
し

た
強
い
ミ
ド
ル
の
要
請
に
こ
た
え
ら
れ
る
足

腰
の
強
い
人
た
ち
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
最
も
手
間
が
か
か

る
、
難
し
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
な
の
で
あ

る
。

　

優
秀
な
ト
ッ
プ
が
い
れ
ば
あ
と
は
兵
隊
と

な
っ
て
前
に
進
む
フ
ロ
ン
ト
が
あ
れ
ば
い
い

企
業
も
あ
る
し
、
優
秀
な
ミ
ド
ル
が
会
社
の

戦
略
ま
で
考
え
ら
れ
る
企
業
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
成
功
し
て
い
る
日
本
企
業
で

は
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
知
識
創
造

を
行
っ
て
い
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
欧
米

企
業
と
比
べ
た
日
本
企
業
の
強
み
が
そ
こ
に

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
経
営
ト
ッ
プ
は
「
ミ
ド

ル
は
必
要
悪
の
存
在
で
あ
り
、
時
に
組
織
の

癌
に
な
る
」
と
い
う
言
い
方
を
よ
く
す
る
。

自
分
だ
け
い
れ
ば
、
あ
と
は
何
と
で
も
な
る

と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
考
え

方
に
ど
う
し
て
も
馴
染
め
な
い
。

演
繹
法
と
帰
納
法
だ
け
で 

物
事
を
考
え
る
愚

　

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
知
識
創
造
を
行

う
た
め
の
手
段
だ
と
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
肝
心
な
の
は
実
践
で
あ
る
。
実
践
な
き

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
実
践
な
き
知
識
創

造
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
。
知
は
実
践
に
よ
っ
て

分
析
よ
り
実
践
、数
字
よ
り
思
い
の
重
視
を

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
問
題
は
そ
れ
だ
け
取
り
出
し
て
も
意
味
が
な
い
。
ト
ッ
プ
と
フ
ロ
ン
ト
、
そ
の
狭
間
で
相
互
作
用
を
行
い
な
が
ら
、
組
織
の
知
を

増
幅
す
る
の
が
ミ
ド
ル
の
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
日
本
企
業
が
得
意
と
す
る
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
あ
る
。
そ
の
際
に
大
切
な
の
が
、
分
析
で
は
な
く

実
践
だ
。
基
礎
に
置
く
べ
き
は
、
ミ
ド
ル
自
ら
の「
こ
れ
を
や
り
た
い
」と
い
う
強
い
思
い
で
あ
る
。
ミ
ド
ル
を
鍛
え
、
そ
の
力
を
最
大
限
生
か
す
に
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
組
織
が
理
想
で
あ
り
、
そ
こ
で
は「
目
標
管
理（
M
B
O
）」で
は
な
く
、「
思
い
に
よ
る
管
理（
M
B
B
）」が
有
効
、
と
説
く
。

野
中
郁
次
郎
氏
（
一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
名
誉
教
授
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
知
識
学
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
フ
ェ
ロ
ー
）

のなか・いくじろう
1935年生まれ。早稲田大学政
治経済学部卒業後、富士電機
製造勤務を経て、カリフォルニア
大学経営大学院（バークレー校）
にてPh.D取得。南山大学、防
衛大学校、一橋大学、北陸先
端科学技術大学院大学などを
経て現職。著書に『失敗の本質』
（共著、ダイヤモンド社）、『知識
創造企業』（同、東洋経済新報
社）、『イノベーションの本質』（同、
日経BP社）、『イノベーションの
作法』（同、日本経済新聞出版
社）などがある
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具
現
化
し
な
け
れ
ば
何
の
価
値
も
生
み
出
さ

な
い
。
と
こ
ろ
が
実
践
こ
そ
、こ
こ
十
数
年
、

経
営
学
の
世
界
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き

た
概
念
な
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
M
B
A

（
経
営
学
修
士
）
に
代
表
さ
れ
る
、
分
析
重

視
の
学
問
が
世
界
を
席
巻
し
た
た
め
だ
。
こ

れ
に
対
し
て
、
実
践
重
視
を
掲
げ
た
の
が
欧

州
の
一
部
の
経
営
学
で
あ
り
、
日
本
発
の
知

識
創
造
理
論
だ
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
ア
メ

リ
カ
で
も
経
営
に
は
分
析
と
芸
術
、
経
験
、

三
位
一
体
の
要
素
が
大
切
だ
と
い
う
ミ
ン
ツ

バ
ー
グ
教
授
（
編
注
：
2
章
参
照
）
の
主
張

が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

実
践
が
な
ぜ
大
切
か
。
し
ば
ら
く
哲
学
談

議
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
た
い
。
知
の
作

法
と
し
て
、
演
繹
法
と
帰
納
法
が
あ
る
の
は

誰
で
も
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
演
繹
と
は
あ
る
前

提
か
ら
結
論
を
引
き
出
す
。
す
べ
て
の
人
間

は
死
ぬ
→
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
で
あ
る
→

従
っ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
死
ぬ
。「
だ
か
ら
何

だ
！
」
と
言
い
た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
は
ず
だ
。
こ
れ
は
理
論
的
三
段
論
法
と

も
い
わ
れ
る
。
一
方
の
帰
納
法
は
個
々
の
具

体
的
事
実
か
ら
結
論
を
引
き
出
す
。
こ
の
カ

ラ
ス
は
黒
い
→
あ
の
カ
ラ
ス
も
黒
い
→
カ
ラ

ス
は
黒
い
鳥
で
あ
る
。
こ
れ
も
演
繹
法
に
負

け
ず
劣
ら
ず
退
屈
だ
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
演
繹
法
も
帰
納

法
も
、
論
理
的
な
真
偽
の
み
を
問
う
も
の
だ

か
ら
だ
。
前
提
が
正
し
け
れ
ば
、
誰
で
も
間

違
い
な
く
真
の
結
論
を
導
き
出
せ
る
。
だ
か

ら
退
屈
な
の
で
あ
り
、
次
の
行
動
に
つ
な
が

ら
な
い
。
分
析
重
視
の
経
営
や
経
営
学
を
奉

じ
る
人
間
は
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
演

繹
法
と
帰
納
法
を
繰
り
返
し
て
い
る
退
屈
な

人
間
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
に
対
し
て
実
践
的
三
段
論
法
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
最
初
に
問
う
の
は
「
何
を
や

り
た
い
の
か
」。
2
番
目
は「
手
段
は
何
か
」。

最
後
が
肝
心
だ
。実
際
に
や
っ
て
み
る
の
だ
。

「
行
為
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
物
事
の
真
偽

を
問
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
失
敗
し
て

も
成
功
す
る
ま
で
、
目
的
や
手
段
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
変
え
、
真
実
に
向
か
っ
て
や
り
抜

く
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
実
践
的
推
論
で
ミ
ド

ル
が
現
場
を
引
っ
張
っ
て
い
く
組
織
は
強

い
。
現
場
で
、
な
ぜ
を
5
回
、
問
う
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
や
り
方
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た

る
。社

内
の
雑
音
は 

無
視
す
る

　

私
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
唱
え
、日
本
語
で
「
賢
慮
」、あ
る
い
は
「
実

践
的
知
恵
」
と
翻
訳
さ
れ
る
「
フ
ロ
ネ
シ
ス
」

と
い
う
概
念
に
着
目
し
て
い
る
。
ど
う
し
た

ら
、
こ
の
フ
ロ
ネ
シ
ス
が
身
に
つ
く
の
か
。

一
番
肝
心
な
の
は
生
き
た
現
実
の
中
で
の
判

断
で
あ
る
。
状
況
に
応
じ
た
物
事
の
優
先
順

位
づ
け
で
あ
る
。

　

本
誌
で
私
が
記
事
を
監
修
し
て
い
る
「
成

功
の
本
質
」
で
、
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
と
い
う
素

晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
開
発
主
査
だ
っ

た
マ
ツ
ダ
の
平
井
敏
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
と
き
、
彼
か
ら
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
（
編
注
：
本
誌
74
号
）。

　

人
馬
一
体
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
セ
プ

ト
を
掲
げ
る
車
だ
け
に
、
社
内
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
横
槍
が
入
っ
た
。
そ
れ

ら
を
全
部
聞
き
入
れ
て
い
た
ら
、
自
分
が
構

想
し
た
の
と
は
ま
っ
た
く
別
の
車
に
な
っ
て

し
ま
う
。
平
井
さ
ん
は
こ
う
い
っ
た
。「
肝

心
な
の
は
無
視
す
る
こ
と
で
し
た
」
と
。
今

こ
の
状
況
で
、
何
を
残
し
て
何
を
切
る
か
。

そ
れ
を
決
め
る
の
は
、
最
後
は
そ
の
人
自
身

の
信
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
本
当
に

い
い
結
果
を
生
む
か
は
当
の
ミ
ド
ル
自
身

も
、
も
ち
ろ
ん
ト
ッ
プ
も
わ
か
ら
な
い
。
結

果
が
出
る
の
は
未
来
だ
か
ら
だ
。だ
っ
た
ら
、

雑
音
は
無
視
し
、「
何
が
よ
い
こ
と
（
善
）
か
」

に
つ
い
て
の
自
分
の
信
念
に
従
う
し
か
な
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
創
造
型
ミ
ド
ル
の
仕
事

の
作
法
で
あ
り
、
わ
が
意
を
得
た
り
、
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

誰
を
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
挙
げ
、
誰
を

挙
げ
な
い
か
。低
成
長
の
時
代
に
入
っ
た
今
、

昔
の
よ
う
に
一
定
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
全
員

を
課
長
に
す
る
と
い
う
人
事
は
も
は
や
無
理

で
あ
る
。
人
の
選
別
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
。
で
も
昔
も
、
選
別
は
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
た
。
人
間
力
と
い
っ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、

長
期
間
か
け
て
人
を
見
て
い
た
の
だ
。
最
近

は
科
学
的
か
つ
客
観
的
と
い
う
理
由
で
、
上

下
左
右
の
3
6
0
度
評
価
が
流
行
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
大
学
で
も
同
じ
だ
が
、
単
に
要
領

が
い
い
だ
け
の
人
間
が
い
い
思
い
を
す
る
結

果
に
な
ら
な
い
か
。
ミ
ド
ル
が
自
由
闊
達
に

動
く
妨
げ
に
な
ら
な
い
か
。
部
下
を
谷
へ
突

き
落
と
し
、
這
い
上
が
っ
た
者
だ
け
、
面
倒

を
見
る
よ
う
な
育
成
も
時
に
は
有
効
だ
ろ
う

が
、
そ
う
い
う
鬼
軍
曹
的
な
ミ
ド
ル
が
肩
身

3

【図表】実践的推論（実践的三段論法）とは
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の
狭
い
思
い
を
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
い
う
人
事
処
遇
上
の
厄
介
な
問
題
を

避
け
る
た
め
に
一
番
よ
い
の
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
の
組
織
だ
。
例
え
ば
本
田
技
研
は
車
づ

く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
内
に
広
範
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
制
を
導
入
し
て
い
る
。
車
を
例
に

と
れ
ば
、
L
P
L
（
ラ
ー
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
リ
ー
ダ
ー
）
が
全
体
を
統
括
し
、
デ
ザ

イ
ン
や
車
体
と
い
っ
た
職
能
別
の
P
L
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
）
を
統
括
す
る
。

P
L
の
下
に
一
般
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か

つ
く
。
L
P
L
に
は
人
事
権
は
な
い
。
優
秀

な
P
L
を
何
人
集
め
ら
れ
る
か
に
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、

「
俺
は
お
前
の
上
司
だ
か
ら
、
こ
れ
を
や
れ
」

と
言
え
な
い
L
P
L
の
苦
労
は
並
々
な
ら
ぬ

も
の
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
、
ど
う
や
っ
て
人
を
引
っ
張
っ

て
い
く
の
か
。
3
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
目
は
自

分
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
夢
で
あ
る
。
2
つ

目
は
専
門
能
力
で
あ
る
。
3
つ
目
は
「
あ
な

た
の
下
で
働
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
で
あ
る
。
全
人
的
な
知
と
人
柄
、

ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人
を
引
っ
張
っ
て
い
く

わ
け
だ
か
ら
、
か
な
り
の
難
関
で
あ
る
。
こ

う
や
っ
て
育
っ
た
L
P
L
は
粒
ぞ
ろ
い
の
つ

わ
も
の
た
ち
で
あ
り
、
第
二
、
第
三
の
本
田

宗
一
郎
や
、
時
に
は
そ
れ
を
超
え
る
リ
ー
ダ

ー
が
育
成
さ
れ
る
の
だ
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
唯
一
絶
対
の
正
解
は
な

い
。
そ
の
時
そ
の
時
に
最
善
と
思
わ
れ
る
判

断
を
積
み
重
ね
る
し
か
な
い
。
経
験
の
質
が

一
番
大
き
な
鍵
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
織
で
、
ミ
ド
ル
に
多
く
の
修

羅
場
を
潜
ら
せ
る
こ
と
だ
。

「
思
い
」こ
そ
が 

強
い
ミ
ド
ル
を
作
る

　

成
果
主
義
の
導
入
と
と
も
に
、
M
B
O

（M
anagem

ent By O
bjectives

＝
目
標

管
理
）
を
導
入
し
た
企
業
も
多
い
。
数
字
に

よ
っ
て
人
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

行
き
過
ぎ
た
成
果
主
義
に
対
す
る
反
省
と
と

も
に
、
見
直
し
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、私
が
推
奨
す
る
の
は
、思
い
（
＝

Belief

）
に
よ
っ
て
人
を
管
理
す
る
、
M
B
B

（M
anagem

ent By Belief

）
と
い
う
や
り

方
だ
。
自
分
が
や
り
た
い
夢
や
希
望
と
い
っ

た
思
い
を
シ
ス
テ
ム
上
に
登
録
し
て
お
き
、

そ
の
思
い
を
基
礎
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
組
織
を
考
え
て
い
く
や
り
方

で
あ
る
。

　

ひ
と
昔
前
ま
で
は
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、

飲
み
屋
で
「
自
分
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た

い
」
と
い
う
思
い
を
交
換
し
て
い
た
も
の
だ

が
、
今
は
そ
う
い
う
機
会
が
恐
ろ
し
く
減
っ

た
。
思
い
を
語
る
に
は
、
な
ぜ
そ
う
思
う
に

至
っ
た
か
と
い
う
自
分
の
歴
史
を
語
る
こ
と

に
な
る
。
歴
史
と
は
個
人
と
組
織
や
社
会
と

を
関
係
づ
け
る
「
生
き
方
」
で
あ
り
、
物
語

で
も
あ
る
。
物
語
は
人
を
共
感
さ
せ
、
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
優
れ
た
ミ
ド
ル

は
物
語
創
生
力
を
持
っ
て
い
る
。

　

自
分
な
り
の
思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め

の
実
践
を
絶
え
ず
繰
り
返
し
、
他
者
を
巻
き

込
む
物
語
創
生
力
が
あ
る
。
こ
れ
を
強
い
ミ

ド
ル
の
3
大
条
件
と
し
た
い
。
で
は
こ
う
い

っ
た
ミ
ド
ル
の
力
を
最
大
限
に
生
か
し
切
る

た
め
に
必
要
な
組
織
の
条
件
は
何
か
。
エ
ク

セ
レ
ン
ス
（
卓
越
性
）
の
維
持
が
な
さ
れ
て

い
る
組
織
だ
。
他
者
と
の
競
争
に
勝
つ
と
い

う
相
対
価
値
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
わ

が
社
だ
け
の
、
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絶
対

価
値
を
追
い
求
め
る
組
織
だ
。

　

低
公
害
の
画
期
的
な
エ
ン
ジ
ン
を
開
発 

し
た
と
き
の
本
田
が
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
。

「
こ
れ
で
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
キ
ー
法
を
ク
リ

ア
で
き
る
か
ら
ビ
ッ
グ
3
に
勝
て
る
」
と
小

躍
り
し
て
喜
ん
だ
本
田
宗
一
郎
に
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た

ち
は
こ
う
言
っ
た
。「
お
や
じ
、
俺
た
ち
は

そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
挑
戦
し

た
ん
じ
ゃ
な
い
。
未
来
の
子
供
た
ち
に
き
れ

い
な
空
気
を
残
し
た
い
ん
だ
よ
」。
そ
れ
を

聞
い
た
宗
一
郎
は
「
う
ち
の
社
員
も
大
人
に

な
っ
た
な
あ
」
と
苦
笑
い
し
た
と
い
う
。

　

エ
ク
セ
レ
ン
ス
は
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
評
価
す
る
伝
統
と
言
い
換
え
て
も
い
い

が
、
固
定
し
た
因
習
で
は
な
く
、
個
人
の
貢

献
に
応
じ
て
進
化
す
る
。
そ
れ
を
持
た
な
い

組
織
は
結
局
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

に
は
な
れ
な
い
。




